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1. プロジェクト概要 

 

1.1. 案件正式名称 

本プロジェクトは、独立行政法人国際協力機構（以下「JICA」）が実施する民間連携プログラム

「開発途上国の社会・経済開発のための民間技術普及促進事業（2014 年公示分）」において採択

された当社提案に基づくものであり、本提案内容に基づき、JICA からの受託事業として当社が実

施したものである。 

 事業名 ： 技術人材育成を通じた高水準な自動車整備技術普及促進事業 

 事業内容 ： カンボジアにおいて、日本車をベースとした整備技術訓練コースの普及を 

通じ、自動車整備技術に関わる人材育成機能の強化を図るもの 

 

1.2. 提案背景 

本事業において、当社が提案に至った背景は以下の通りである。 

 カンボジア（以下「カ国」）の急激な経済成長に伴う都市人口の増加とモータリゼーションの発

展により、車両数が増加し、交通渋滞・事故等の深刻な交通事情の悪化が課題となってい

る。 

 また、車検制度が整備されていないため、一般的な環境基準に満たない整備不良車両も多く、

排ガス等による環境への悪影響や交通渋滞を引き起こす要因の一つになっている。 

 近年、交通事故死傷者の増加により、政府は国家交通安全委員会を立ち上げ、交通安全運

用対策を実施しているが、自動車整備に係る支援活動は少ない。 

 自動車整備に係る技術人材は、大きな需要がある一方で、人材育成に係る技術と教育訓練

機関の不足により、技術水準が低く、必要人材の不足が課題とされている。 

 

こうした背景の中、予てより当社が懇意とするカ国労働・職業訓練省（以下「MLVT」）大臣と協

議し、口頭及びレターにて当社に協力要請があった。これを受け、当社は JICA 該当プログラムへ

の提案を行ったものである。なお、当社は前 JICA BOP プロジェクト「農業機械化による収量拡大

と農家の自立化支援事業準備調査」において、カ国社会事業省と共同で農機整備コースを実施し

たことが評価され、同省大臣から勲章を授与された経緯がある。 

 

1.3. 事業目的 

本事業における目的は以下の通りである。 

１） MLVT が高水準な自動車整備技術教育と適切な自動車整備士制度の必要性を理解し、効

果的な訓練が持続的に行われる素地を提供する。 

２） 上記達成のため、MLVT 管轄校指導員（教員）に対し日本の自動車整備技術に関わる教育

訓練を実施し、日本の訓練教材を現地ニーズにマッチさせた自動車整備教育カリキュラム

を作成する。その後、これら活動の実施を通じて民間としてのビジネス展開計画を策定す
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る。 

 

1.4. 事業期間 

2015 年 1 月から実行準備を開始し、2017 年 1 月を目処に終了する。 

 

1.5. 実施内容 

上記の通り、本事業は約 2 年の限られた期間内で実施されるものである。そのため、本事業で

は、上述の事業目的を達成するために、「①現地活動」と「②本邦受入活動」の 2 つが実施され、

これらの終了後、「③民間企業としてのビジネス展開案」を検討する構成となっている。 

① 現地活動 

ア 日本の技術、現地ニーズの双方を考慮した整備士養成に係るカリキュラムの作成 

イ MLVT 管轄校指導員へのトレーニングを通じた技術人材育成 

   第 1 期 パイロット訓練（受講生のレベルを知る 3 ヶ月） 

   第 2 期 パイロット訓練（受講生のレベルを知った上での 7 ヶ月） 

② 本邦受入活動 

ア 自動車整備士養成関連機関の視察 

イ 自動車整備士制度に係る研修 

ウ トヨタディーラー、民間優良整備工場等での整備作業視察 

③ 本プロジェクト実施後のビジネス展開の検討 

 

1.6. 実施体制 

本事業の実施にあたり、以下の人員を配置した。 

 業務主任者： 山根秀之（JICA BOP PJ「農業機械化による収量拡大と農家の自立化支援」統括） 

 訓練プログラム作成、整備技術指導、進捗管理： 大西博（職業訓練指導員(自動車整備）） 

 関係省庁及び現地企業連携調整、プログラム計画支援： 広瀬大地（JICA PJ 複数経験者） 

 現地指導アシスタント： Mr. MEAS Davoan（プノンペン工科大機械工学科修士卒） 

 現地通訳アシスタント： Ms. VITH Thidet（プノンペン大学日本語学科卒） 

 

1.7. 期待される開発効果 

 現地ニーズにマッチした自動車整備カリキュラムを形成することで、直接的又は間接的に技

術人材が育成・供給され、同分野における技術人材不足が解消または軽減する。 

 また、政府の支持を得た認定コースを修了した信頼性の高い自動車整備士の増加による適

切な自動車整備サービスの拡充により、環境悪化の要因となっている整備不良車の削減及

び環境負荷の軽減等を見込み、大気汚染の緩和、渋滞緩和、事故削減等、同国運輸交通分

野の開発課題解決が促進される。 
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1.8. 活動計画 

活動種別 
実施 
時期 

実施
期間 

実施
都市

活動の主な対象者 活動計画 

第 1 回現地
活動 

（実行準備） 

2015 年
1 月～5

月 

5 ヶ月
間 

プノン
ペン 

■ RJG 
1) 業務主任者 
2) 自動車整備技術

指導担当 
3) 関係省庁及び 

現地企業連携調整
担当 

・プログラム全体計画を労働・
職業訓練省（以下「MLVT」）及
び協力企業各社と協議 

・MLVT 管轄校の事前調査、調
整 

・座学、実習場所各々の確定 
･プログラム詳細決定、カリキュ
ラム準備、第 1 期受講生募集
を MLVT と協議の上で確定 

 

第 2 回現地
活動 

（第 1 期 パ
イロット訓

練） 

2015 年 6
月～8 月 

3 ヶ月
間 

プノン
ペン 

■ RJG 
1) 業務主任者 
2) 自動車整備技術

指導担当 
3) 関係省庁及び 

現地企業連携調整
担当 

 
■ 自動車整備コー
ス受講生（MLVT 教
員） 

･第1期パイロット訓練の機材設
備、教材（翻訳含む）の準備 

・受講生のレベルを知る 3 ヶ月と
して、パイロット授業を実施 

・教員訓練における「課題」と
「解決の方向性」を抽出 

第 3 回現地
活動 

（カリキュラ
ム・教材改

定） 

2015 年
9 月～11

月 

3 ヶ月
間 

プノン
ペン 

■ RJG 
1) 業務主任者 
2) 自動車整備技術

指導担当 
3) 関係省庁及び 

現地企業連携調整
担当 

・上記「解決の方向性」に沿った
具体的な「解決策」の策定 

・第 1 期 パイロット訓練の実施
結果を見た上でのカリキュラ
ム及び教材改定 

・プログラム計画修正、第 2 期
受講生募集を MLVT と協議の
上で確定 

 

第 4 回現地
活動 

（第 2 期 パ
イロット訓

練） 

2015 年
12 月～
2015 年

6 月 

7 ヶ月
間 

プノン
ペン 

■ RJG 
1) 業務主任者 
2) 自動車整備技術

指導担当 
3) 関係省庁及び 

現地企業連携調整
担当 

 
■ 自動車整備コー

ス受講生（MLVT
教員） 

・受講生のレベルを知った上で
の 7 ヶ月として、第 2 期パイロ
ット訓練を実施 

本邦受入 
活動 

2016 年
3～4 月

約 1
週間 

東京都
愛知県
京都府

■ MLVT 幹部職員
■ RJG 
1) 業務主任者 
2) 自動車整備技術

指導担当 
3) 関係省庁及び 

現地企業連携調整
担当 

・自動車整備士養成関連機関
の視察研修 

・自動車整備士制度に係る視察
研修（国土交通省など） 

・国内ディーラー、優良整備工
場での整備作業視察 

・トヨタグループ関連施設におけ
る視察研修 
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活動種別 
実施 
時期 

実施
期間 

実施
都市

活動の主な対象者 活動計画 

第 5 回現地
活動 

（総括） 

2016 年
7 月～9

月 

3 ヶ月
間 

プノン
ペン 

■ RJG 
1) 業務主任者 
2) 自動車整備技術

指導担当 
3) 関係省庁及び 

現地企業連携調整
担当 

・プログラム成果の検証 
・プログラム継続実施にあたり

MLVT・関係企業と協議 
・カンボジア向け自動車整備士

制度（案）の提案 
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2. プロジェクト実行準備 （第 1 回現地活動：2015 年 1 月～5 月） 

 

2015 年 1 月～5 月の間、当社が第 1 回現地活動として行った本プロジェクトの実行準備は以下

の通りであった（時系列順に記載）。 

 

2.1. MLVT との協議 

 本プロジェクト内容をMLVTへ正式に説明。アサインされた担当官から、自動車整備士コース

を持つ MLVT 管轄訓練校（NTTI 校, ITI 校, NPIC 校, JVC 校）の紹介と実施依頼を受ける。 

 MLVT 職業訓練局がアジア開発銀行（以下「ADB」）の Grant で作成する機械整備プログラム

（STVET=Strengthening Technical and Vocational Training プロジェクト）の紹介を受ける。（添

付資料 1-1） 

 訓練校及び ADB（実際はコンサル役の SMEC が実行）と協議、及び STVET の内容を精査の

上、当社としての技術能力強化プログラムを作成（添付資料 1-2）。 

※MLVT のプログラムを踏まえた上で、当社訓練内容の位置付けと意義を再定義。 

 当該実行方針と将来展開を MLVT 大臣及び職業訓練局長へ説明し、協力関係を更に強化。 

将来的な認定資格制度や訓練校の設立、日本への送り出し等について協議。STVET は、建

設・メカニック・ITC と対象が広いため、自動車分野における支援は歓迎された。 

 本 PJ に関する MOU を同省と締結することとなった（添付資料 1-3）。 

 また、本邦受入活動として、2016 年 3 月を目処に MLVT 大臣又は長官クラスを日本へ招聘で

きる話となった。これにあたり、以降、JICA のみならず、国交省自動車局、近畿陸運協会など、

当社が接点のある関係機関に対し、日本政府としての対応をお願いすることとなった。 

 

MLVT 職業訓練局の皆様（2015 年 4 月） 
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2.2. 自動車整備振興会との連携 

 京都・滋賀 自動車整備振興会様との面談の際、日本での整備士不足課題などの説明を伺

う機会を得た。 

 カンボジアからの将来的な整備人材確保を視野に、同会から協力支援を得ることができた。

その上で、本プロジェクトに日本の技術を組み入れるべく、整備士資格制度の教本・動画等

の教材を提供頂いた。 

 一方、本連携体制をMLVTへ説明し、MLVTから両振興会へ協力に関するリクエストレターが

発行される運びとなった。 

 これを受け、京都自動車整備振興会（以下「京整振」）は、2016年 1 月から1級自動車整備士

資格を持つ指導教官を現地派遣することを決定した。 

 

2.3. 管轄訓練校との連携調整 

 自動車整備士コースを持つ MLVT 管轄校（添付資料 1-4）へ本事業の目的とカリキュラム内

容を説明した。 

 各校承認の上、第１期日程を確保した。具体的には、学校が休みの 8-9 月に集中的に実施

することとなった。 

 この実施に向け、指導教材の取りまとめとクメール語翻訳を行った。 

 

2.4. カ国における韓国の支援状況 

 プロジェクト実行準備の過程において、MLVT 及び管轄訓練校と接点を深める中、自動車整備

等のカ国人材育成分野において、韓国が支援に力を入れていることが判明した。具体的には以

下の通りである。 

 カ国で最も自動車整備教育が進んでいると思われる NPIC 校は韓国のドナーが入り、現代自

動車が校内に海外実習生用の研修センター「HYUNDAI Dream Center」を設立している。 

 韓国へは年間 3 万人の人材送り出しがあり、NPIC は窓口を置き、国（MLVT）を介した推進を

行っている。 

 一方、カ国訓練校は機材や教育プログラムが脆弱であるため、どこに行っても機材提供の依

頼を受けると共に、日本からの支援を期待している状況。 

 

カ国における中古自動車は日本車が大多数であるが、新車はトヨタでもシェア 3 割程度と聞い

ている。価格優位の韓国勢の新車がシェアを伸ばしていることや同 NPIC 校での動きを見るに、韓

国の動向が注目される。来るべき新車需要に対し、日本も明確な出口戦略を持った手を打つべき

ではと考える。なお、本プロジェクトを通じて懇意となった NPIC 校長からは、当社に対し MOU 締結

のオファーを頂いている状況にある。 
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2.5. カ国における車両検査登録の状況 

  先と同様、プロジェクト実行準備の過程において、カ国の車両検査登録制度に触れる機会が

あったため、自動車整備の観点から本件についての報告を行いたい。 

カ国公共事業・運輸省（以下「MPWT」）にて、自動車登録検査制度及び民間車検化の動きが進

んでいると伺ったことに端を発し、現地における実際の自動車登録現場を調査し、当社はその課

題と必要性を認識した。その内容は、添付資料 1-5 の通りである。但し、制度が整ったとしても、そ

の制度を支える人材（日本で言う自動車検査員）が間に合わないのではないかと懸念する。 

そのため、MLVT が整備士の資格化を進める中で、検査員の育成要素を取り入れる方法も検

討できると考える。これには、カ国の人材育成担当の MLVT とインフラ担当の MPWT を紐付ける

必要があるが、ソフト面とハード面でシナジーが見込めるため、先々を見据えた提案を図りたいと

考える。なお、当社の現地指導員は日本の検査員資格まで取得している状況にある。 

 

2.6. 民間事業化のイメージ 

この時点における本事業の全体像と延長線上にある民間ビジネスは、養成学校の設立等が想

起された。そのため、以降、プロジェクトを通じて、内外関係機関と詰めていくこととなった。 
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3. 第 1 期 パイロット訓練 （第 2 回現地活動：2015 年 6 月～8 月） 

 

3.1. 第１期パイロット訓練 概要 

 

3.1.1. 実施事項 

当初業務計画に基づき、労働・職業訓練省（MLVT: Ministry of Labor and Vocational Training）

と連携し、2015 年 6 月～8 月に渡って以下の現地活動を実施した。 

(ア)  日本の技術、現地ニーズの双方を考慮した整備士養成に係るカリキュラムの作成 

(イ)  MLVT 管轄校指導員へのトレーニングを通じた技術人材育成 

 うち、受講生のレベルを知る 3 ヶ月として、第 1 期 パイロット訓練を開催 

 

3.1.2. 訓練概要 

① 実施場所 

MLVT と協議の上、管轄である ITI 校（Industrial Technical Institute)を中心に整備技術講義を実

施。実習においては、当社施設（実習センター及びカーケアショップ）、及びトヨタグループ整備工

場協力の下、実施した。 

② 実施期間 

2015 年 8 月 4 日～14 日までの 2 週を前半、8 月 31 日～9 月 11 日までの 2 週を後半とし、計

120 時間のカリキュラムを構成。実施のタイミングについては、各校教員の夏休み等、空き時間を

利用することとなった。 

③ 対象者 

MLVT 管轄である首都プノンペン及び地方職業訓練校で自動車整備コースを有す管轄校の整

備士教員が対象。MLVT より各校へ指示レターを発信の上、プノンペンの職業訓練校 3 校より 4

名、地方校より 5 名の以下教員が参加することとなった。 

 

Student Rosters (受講者名簿)  

 

No.
Name
氏名

Age
年齢

Gender
性別

Aff iliation
所属

Address
住所

1 NOL SARAT 26 M BIT Battambang

2 PHIN CHANTHOU 22 M JVC PHNOM PENH

3 Chea Chamnan 35 M RPITSK Krong Kampot

4 SIM Sokheng 30 M RPIPSSR Svay Rieng

5 KONG DYNA 39 M ITI PHNOM PENH

6 MOM SOK NOV 31 M NPIC PHNOM PENH

7 SUN SINA 29 M RPITT Takeo

8 TENG VAN OEURN 35 M ITI PHNOM PENH

9 KHVAN NARETH 30 M RPITSB Battambang
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3.1.3. 授業風景 

MLVT及び管轄校と協議の結果、講義場所はアジア開発銀行（ADB）のGrantにより建設された

ITI 校内の新実習場となった。まだ、扇風機も設置されておらず、連日高温の室内の中、持ち込ん

だ扇風機 3 台により暑さをしのぐ快適とは言いにくい環境であった。 
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3.1.4. 各訓練校の状況 

参加教員所属校の状況 

 

 

また、各校指導員による情報から、カ国おける指導状況は以下であることが判明した。 

 現状、国が公式に制定した教科書はなく、学習にあたっての心得のような指導書が全国に配

布されている程度。 

 各校自動車整備コースにおける教本はまちまちであり、各教員が過去に受講した資料のコピ

ーなどが指導材料となっている。また、ネット等から収集した情報を各々が教材化し、指導し

ている例も多い。 

 首都プノンペンの一部訓練校では一連の教本が作られているものの、基礎学習の後の実習

ではなく、いきなりエンジン、ミッションの分解手順の整備書のコピーから始まり、後付けで動

1 2 3 4 5 6 7 8 9

氏名 NOL　SARAT KONG DYNA KVAN NARET
SIM

SOKHENG
MOM SOKNOV

TENG VAN
EOUN

SUN SINA
CHEA

CHAMNAN
PHIN

CHANTHOU

学校名 バッタンバン校 ITI
RPITSB

バッタンバン校
スバイリエン NPIC ITI タケオ校

RPITSK
(KAMPOT)

JVC

自動車科の
先生

3 12 3 4 7 12 3 7 5

学生の人数 ４６／１１／１６ １８／１７ 60/61/63/62 34 15/15/15/15 100/100

1日の時間数 ５H  4H/2H 6H ４H or ２H ４H／８H  4H/2H ６H
7H/4年制、
4H/1年制

４H

設置コース
４か月／２年／

３年
4か月・2年間 3年間

3か月／2年／
3年

2年制と4年制 4か月・2年間 1年制・2年制 1年制・4年制 2年制

学費 $100、$280 $100、$280 奨学金 $250/2年
$350/2Y、
$500/４Y

$100、$280 $250/Y
$150/Y　2年間

奨学金
$250－$300

実習教材 少ない
ADBドネーショ

ン
特記なし

エンジンのテス
ター

テスタ等
ADBドネーショ

ン
特記なし 特記なし

ADBドネーショ
ン

教科書
自動車の基

礎、
修理書

電気システム
基礎自動車・エ

ンジン

学校が決める
教科書

自動車電装 基礎自動車
電気システム

基礎自動車・エ
ンジン

電装・ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ
電気システム

基礎自動車・エ
ンジン

電気システム
基礎自動車・エ

ンジン
寮 有 無 有 有 有 無 有 有 有

工具・部品等
の入手先

ほとんどない あり
工具を買うとこ

ろは
多くある

ほとんどない ほとんどない あり ほとんどない
カンポットで買
えないものは、
プノンペンへ

ほとんどない

指導上の問
題

教材が不足
古い工具や教
材を使用してい

ること

クメール語の技
術用語は使う

のにわかりづら
い

教材が足りな
い

教材が足りな
い

工具や教材が
足りない

学生のに見せ
る教材が足り

ない
新しいものが欲

しい

教材が古い
もっと先生の知
識を付け加え

ること

教材が足らな
い

先生の知識が
足りない

設備が不足
やることがない

機材、資料不
足

新しい機材が
欲しい

実習場の環境
が暑い

学生への資料
が足りない。校
内ルールが守
られていない。
５Sがきちんと

できない
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作説明などの学習が記されているものとなっている。 

 過去、日本の NGO（Japan Volunteer Center）が立ち上げたプノンペンの JVC Technical 

School は、日本の整備士教本を翻訳し使用しているため、流れは日本式を採用している。 

但し、教員がその流れを受講している訳でもなく、教本はあるものの指導方法に関してはまだ

まだ不十分な状態であると思われる。 

 

3.1.5. 訓練機材の寄贈状況 

アジア開発銀行（ADB）より、ITI と JVC の 2 校に対し、最新の実習教材モデル(添付資料 2-1)

が寄贈されていた。但し、使い方を含めた教本等の手ほどきは今のところされていない状況にあ

る。 
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3.2. 第１期パイロット訓練 指導内容詳細 

 

3.2.1. 指導対象者環境 

第 1 期においては、教員経験が 1～16 年と幅広い層の教員が対象となった結果、メンバースキ

ルに大きな開きがあった。また、プノンペンより教育環境の劣る地方教員に対する指導要請が

MLVT からあったため、レベルをどこに持ってくるかが全般的に悩ましい状況であった。 

 

3.2.2. 訓練内容 

 各校教員に対する事前ヒアリングにおいて、基礎は十分理解しているとの声が多かったため、

整備士 2 級レベルの復習から開始し、ハイブリッドやコモンレールなどの新技術に移行するカ

リキュラムを事前に準備した（添付資料 2-2）。 

 ハイブリッド車であるプリウスを使った実車研修も取り入れたが、実機を分解するまでの時間

的余裕はなかったため、基礎理論に加え、取り扱いに関する事項を中心とした。 

 その他、日本的教育として、「折り鶴による品質講座」を実施した。同じ作業を指示書通りに

行っても、作業者により完成度の異なることが分かる状況を作り、品質についての理解を深

めることを目的とした。本講座は好評となり、後日 NPIC 校の JICA シニアボランティアの授業

にも取り入れられ、広まりを見せている。(添付資料 2-3) 

 ５S である「整理・整頓・清掃・清潔・躾」のみならず、危険予知（KYT）の考えについても取り入

れた。現地の場合、裸足にサンダルでの作業の危険性(感電の恐れ等)は全く考慮されてい

ないため、その危険を認識することで、身なりについて考えるキッカケになったと考える。 

 実習の一環として、トヨタグループの整備工場「PIT&GO」における実際のエアコン修理、測定

器の接続、故障診断コードの見方など実務作業に近いものを見学する機会を設けた。 

 

PIT&GO における実務研修シーン 
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 TOYTA 故障診断プログラムのデモ授業 「Toyota Tech Stream」 

PIT&GO にてプログラム接続、故障診断コードの読み出しなど、最近の故障診断には欠かせな

い診断器の使用についての学習を行った。その後、教室内でも同ソフトを使った故障診断コードに

ついての復習を実施した。 
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3.2.3. 試験結果と成績 

各教員の成績 

 

 

① 前半 ：2015 年 8 月 4 日～8 月 14 日 

分数を含む算数、抵抗、電流などの計算問題、トルクなど力の計算、論理回路の判断など、基

礎問題を中心に出題。全員が 80 点以上とまずまずの成績であった。 

② 後半 ：2015 年 8 月 31 日～9 月 11 日 

ハイブリッドやコモンレール等、新技術の範囲が多かったため、平均が 74 点と、前半ほど十分

な理解が得られなかった。総合評価は、前後半の平均から判断した。試験問題は添付資料 2-4

の通りである。なお、現職の都合で１名（No.1）のみ後期の参加が不可となった。 

 

3.2.4. アンケート結果 

 満足度は 80％以上であった。 

 見たこと、聞いたことのない素材が多く出てくるため、実物が見たいとの声。 

 実機を使った実習を多く取り入れて欲しい（要望大）。 

 ビデオなど動画教材を増やして欲しい。 

など、知識に対する意欲は高い状況にあった。 

 

3.2.5. 訓練後の所感 

 中間試験は全員 80 点以上を取得し、一応合格点となったものの、応用問題では軒並み間違

える傾向となった。授業でやったものの鵜呑み状態であるため、応用力が育成されていない。 

 基礎理論に関しては解っていると言う割には、習得できていないケースがある。（日本の中高

No NAME
INSTITUTE
（訓練校）

TEST-1
（中間テスト）

Attitude
（受講態度）

Attendance
（出席）

TEST-2
（終了テスト）

TOTAL
（総合点）

GRADE
（総合評価）

1 NOL SARAT BIT 80           A C -            40           

2 PHIN CHANTHOU JVC 96           A A 80           88           Excellent

3 Chea Chamnan RPITSK 84           A A 68           76           Good

4 SIM Sokheng RPIPSSR 92           A A 60           76           Good

5 KONG DYNA ITI 90           B B 71           81           Good

6 MOM SOK NOV NPIC 86           A B 76           81           Good

7 SUN SINA RPITT 88           A A 80           84           Good

8 TENG VAN OEURN ITI 90           B B 80           85           Excellent

9 KHVAN NARETH RPITSB 88           A A 74           81           Good
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等教育体系と異なる場合もあり得るが） 

 とりわけ、オームの法則やフレミングの法則、化学反応に関する基礎理論に関しては軒並み

飲み込みが悪かった。発電、充電など電気関連項目についても同様で、電子制御が多くなっ

ている新技術においての課題となっている。 

 また、元素記号などの習得も進んでいない。半導体で使われるシリコン（Si）など、一般的な素

材として広く利用されているものの、シリコン結晶、シリコンオイルなどの語彙に対し全く見た

こともないという反応から、教える側として説明に窮する場面もあった。 

 要望の高かった実習の一環として、当社グループ施設における点検実習（添付資料 2-5）を

行ったが、自らが手を汚す作業には積極性が見られず、聞いてメモを取る程度に留まる傾向

が見られた。教員は教えるのが仕事で実際の整備工の作業にはタッチしたくない、といった心

持ちの現れと思われる。 

 

集合写真と修了証書（添付資料 2-6） 

  

大西指導員（当社技術主任）
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3.3. 教員訓練における「課題」と「解決の方向性」 

 

3.3.1. 教員の時間的制約 

 各訓練校とも教員数は決して多くないため、授業を放り出してまで、研修会へ参加する余裕

がない。（教員が抜けてしまいうと授業が止まる恐れがあるため） 

 日本のように、春休み・夏休み・冬休みと長期の休暇がなく、まとまった休みは正月・お盆な

どの数日間しかない。詳細については、添付資料 2-7「各訓練校の休暇時期（アンケート）」に

整理する。 

 よって、教員が集合教育で集まれるタイミングは、基本 8～10 月の年度の切り替え時期くらい。

そのため、第 2 期の実施タイミングが悩ましい。 

⇒ 集合教育でなく、重点指導校を設定し、見本となる指導方法、指導環境の構築を行うのが現

実的な解か。 

 

3.3.2. 教員のレベル差異 

 今回、教員歴 1～16 年と、幅広い層が対象となり、力量にも大きな差が感じられた。 

 年配の教員ほど、自分のやり方が決まっているため、訓練内容に対する意見が多い。 

⇒ 訓練内容を、教員歴数年のメンバーを対象とした統一知識の補充や再教育などと定義し、

MLVT 及び各訓練校から近しいスキルのメンバーを選定してもらうべきと考える。 

 

3.3.3. 実習機材の不足 

 実習機会が圧倒的に少ないため、体感できる実習教材が望まれる。但し、理論がよく分から

ないので重視せず、実習を求めたがる面もある。 

 日本で使われるような実習教材は現地では入手不可であり、価格的にも購入が難しい。 

 一部の訓練校へは ADB からドネーションが実施されたが、地方の学校には割り当てがない。 

 また、ドネーションされた機材の使用方法（教授方法）がはっきりしていない。（シミュレーショ

ン機材の活用方法が見えない） 

 日本には注目すべき技術が多くあり、吸収したいと思っている。そういった意味で、日本から

のドネーションへの期待は大きい。但し、援助慣れしてしまっているのが難点ではある。 

⇒ 見たこと、触ったことのない機材への興味は大きいため、使用方法を含め、各訓練校へ統一し

た実習教材配備が必要である。 

 

3.3.4. 各訓練校の現状指導教材 

 基本となる教本が定められていないため、各教員がネット等から拾い上げた資料や研修会で

もらった教本等を利用し、授業を組み立てている部分が大きい。 

 過去の研修情報が開示、共有されていない為、同じ内容の繰り返しになっている可能性あり。 

 ある意味 YouTube が先生となっているため、理解は別として詳細情報の入手は早い。 
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 ただ、ネットからの情報は英語版が中心で翻訳に時間掛かるため、教材としては不向きだと

いう意見が多い。（そもそも教員も英語が得意ではないので、十分に理解できていない。日本

語よりは理解できるという程度である） 

 一部では、日本語教本からの英語翻訳資料もあるが、誤訳が多く、満足いく内容ではない。

（言葉の壁） 

 クメール語で翻訳された技術情報が少ないため、正確に翻訳された教本、整備書等が望ま

れる。 

⇒ 確たる教育指標があり、どこであっても同等な授業が受けられる訓練システムが必要である。 

  なお、技術用語については、かつて JICA 技術専門官がまとめた技術用語辞書（添付資料 2-8

「冒頭のみ抜粋」）の存在が確認され、これをアップデートすることで活用できる可能性がある。 

 

 また、ITI 校には、C1～C3 レベルに分かれた段階的な教科書があるものの、内容を確認する

と、基礎からの積み上げでなく、いきなり物の分解・組み立てが中心という構成となっており、

工具の基本的な取り扱いや、基礎理論などは後回しとなっている傾向にある。 

 昨今、ADB Grant にてコンサル役の SMEC が作成した整備ガイドライン教材（TVET カリキュ

ラム（Technical and Vocational Education and Training Curriculum）は、理論構造から入って

いく日本式とは異なり、実習を中心とした分解点検に重点を置いていると思われ、指導方針

に違いが見られるものの、実習教材の不足している現状とのアンマッチが発生している。（添

付資料 2-9） 

⇒ 「自動車を含む機械を一括りとした学習」という、新興国ならではの考え方を尊重しつつも、自

動車整備に必須となる要素は漏れなく取り入れる必要がある。その上で、実機にて体感できる

実習体系が望ましい。 

 

3.3.5. プロジェクトで提供した指導教材 

 今回作成した教本は、まず当社指導員が日本語版を取りまとめ、それを技術用語がある程度

分かる現地翻訳者が翻訳し（再委託）、英語のできる技術アシスタントと通訳者（現地傭人）が

チェックするという流れを取った。 

 ただ、技術アシスタントも自動車整備のプロでない為、動作が理解し切れない面もあり、翻訳

に若干間違いが生じるなど、クメール語の校正の難しさを改めて感じた。（講義後都度校正） 

 各部の説明において、「どの車種の、どこの場所に付いているのか」との質問が度々あり、教

本の参照元など正確な情報まで求められた。（車輌全般の概念ゆえ、通常は不要なのだが） 

⇒ これについては、第 1 期の活動を経験し、翻訳チームのスキルアップと精度改善が見込めると

考える。 

 

 一部、日本の京整振から提供を受けた動画教材を活用したが、例示車輌が古く、当然クメー

ル語でないため理解が難しかった。(英語であっても理解度が低いと思われる) 
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⇒ YouTube 等の最新動画教材を整理し、クメール語への吹き替えを行うのが望ましい。 

 

 元々日本設立の JVC の整備教材がよいのは各校指導員も認識しており、日本人同士で教材

共有出来ないのかとの意見もあった。 

 第 1 期終了後、JVC の指導教本を当社にて調達。基礎整備と 3 級整備士の教本が翻訳され

たものであったが、いずれも 1996 年頃のものであり、20 年ほど更新がされていない状況。 

⇒ 新技術を含む指導体系の追加更新が必須である。 

 

 今回、新技術を網羅したカリキュラム体系としたが、見慣れない内容でありながら、現物を見

て触れる機会が少なかった点に不満を持つ教員もいた。 

⇒ 従来のガソリン・ディーゼル車のみならず、ハイブリッド車など新型車両を用いた実機実習が

望まれる。 

 

3.3.6. 教員への参加手当 

 今回、パイロット講座開始直前になって、MLVT 担当官より、受講する教員は MLVT 職員であ

るため、交通費等を当社で持って貰えないかという申し出があり、直前かつ担当官との関係

構築のため、管理費の範囲でやむなく対応することとした。（担当官の顔を立てたかたち） 

 プノンペン市内の教員が集まるための交通費（4 ドル/日/人）は許容範囲であるが、地方教員

の場合、出張手当（宿泊・食事代として 20-30 ドル/日/人）の負担が重く、予定外の支出とな

った。 

 本件については、第 1 期終了後、MLVT 上層部へ申し入れることにより、以後予算外費用の

発生は受け入れない旨、同意を得た。（上層部と担当で意識レベルが異なっていた） 

※公務員である教員に対し手当が発生するのは理解できるものの、追加予算がある訳では

ないため、以降、必要であれば MLVT 側で賄ってもらうといて双方合意した。 

⇒ 今後万一、MLVT での予算制約が発生する場合、第 2 期の実施においてはプノンペン市内の

特定校へ出向いて訓練を行うなど、第 1 期とは異なったやり方をする必要があると考えた。 
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4. カリキュラム・教材改定 （第 3 回現地活動：2015 年 9 月～11 月） 

 

4.1. これまでの「課題」と「解決の方向性」について 

2015 年 6 月～8 月における第 1 期 パイロット訓練実施の中で当社が認識した「課題」は多いも

のの、第 2 期パイロット訓練の実施にあたっては、これらの「課題」を踏まえた活動計画を作る必

要があった。そのため、各課題の「解決の方向性」について、カウンターパートである MLVT 職業

訓練局と複数回協議を重ね、以下の方向性を定めた。 

  

4.1.1. 「教員の時間的制約」に対する解決策 

まず、集合教育でなく重点指導校を設定する。その上で、こちらから短期的な出張研修として各

校に出向き、教員が出張して研修を受けるという時間的制約をカバーする。また、各校において

既存授業の一環（補足講座）として実施する。管轄校教員に対し、生徒への指導方法を実演する

ことにより、教員の指導スキルの向上を目指すこととした。 

 

4.1.2. 「教員のレベル差異」に対する解決策 

訓練内容を、教員歴数年のメンバーを対象とした統一知識の補充や再教育と定義し、MLVT 側

で本実施内容の主旨に沿った訓練校を選定してもらうこととした。 

 

4.1.3. 「実習機材の不足」に対する解決策 

本プロジェクトを進める中で、京整振と接点を持つことができたことを機に、「京整振」及び「滋賀

整振」、京都府内の有力な整備士養成校である「YIC 京都工科大学校」及び「日産京都自動車大

学校」からも協力支援を受けられる運びとなった。その一つとして、古くなったり余剰となった整備

実習機材を譲り受け、これをカ国へ輸送し、本プロジェクトを含む現地訓練で利用するという取り

組みが計画された。機材到着後、これらを利用するための教本・指導マニュアルを作成する必要

があるため、時間の掛かる取り組みにはなるが、これらの存在が各訓練校における統一した実習

教材配備の一助になることを目指したいと考える。 

 

4.1.4. 「各訓練校の現状指導教材」に対する解決策 

確たる教育指標があり、どこであっても同等な授業が受けられる訓練システムが必要であるこ

とから、第１期訓練の結果を踏まえ、京整振の協力の下、「実習機材」と結びついた日本の３級自

動車整備士相当のコースカリキュラムの現地化を目指すこととした。「クメール語化された教本」と

「それに紐付く実習機材」がセットとなった教育システムがあれば、カ国の整備教育のモデルとし

て機能すると考える。（現状はバラバラな状態である） 

 

4.1.5. 「プロジェクトで提供した指導教材」に対する解決策 

技術を含む上記教材のクメール語化には、技術自体の把握能力と日クメールの通訳能力の両
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面が必要となる。第１期訓練の活動でこれを経験した当社翻訳チームであれば、翻訳精度とスピ

ードの改善が見込めると考える。また、管轄訓練校で現状使われている教材は古く、新技術を含

む指導体系の追加更新が必要である。従来のガソリン・ディーゼル車のみならず、カ国で急増して

いるハイブリッド車などの新型車両に対応した内容を盛り込むこととした。 

 

4.1.6. 「教員への参加手当」に対する解決策 

既述の通り、こちらから出向くことで、第１期訓練で発生した MLVT 教員への参加手当をなくす

こととした。また、これにより、MLVT が求める地方訓練校への指導訓練（整備教育の地方への情

報伝達）が可能になると考える。 

 

4.2. 【補足】 一般社団法人京都府自動車整備振興会（京整振） 

京整振は、道路運送車両法第 95 条及び民法 34 条に基づき昭和 26 年に設立された公益団体

であり、現在京都府内の約 1,700 カ所の整備工場（うち民間車検場が 500 カ所）が会員となり構成

されている。同会は、自動車の適正な点検、整備を通じて自動車の安全確保、公害防止並びに地

球環境の保全を図るため、自動車の整備に関する設備の改善及び技術の向上を促進し、自動車

整備事業の健全な運営を行うための事業を行っている。主たる事業は次の通りである。 

 

 必要な調査研究、資料・統計の作成・収集、または情報の提供、あっ旋等 

 行政庁の発する法令通達等の普及徹底に関すること 

 自動車整備に関する技術の向上のための研修・講習会の開催 

 自動車整備士の養成と自動車整備技能登録試験の実施 

 整備事業の運営の改善に関する相談業務、または指導 

 自動車整備の事業の近代化に関すること 

 自動車使用者に対する点検・整備の普及推進、啓発、広報活動 

 自動車のナンバープレートの交付代行、封印取付け業務 

 会員の親交、及び相互の啓発向上に関すること 

 

同会のカ国への国際協力は、実習機材の寄付のみならず、2016 年 1～2 月に掛け、現地へ一

級整備士教官を派遣し、当社と共同で第 2 期の指導訓練を行うこととなった。これ以降も、引き続

き教官の派遣や本邦研修受け入れ、現地にマッチしたカリキュラムの構成等で協力し、カ国との

交流を深めていく考えと聞いている。 

 

4.3. 第２期パイロット訓練の活動方針 

 以上を踏まえ、第 2 期パイロット訓練の活動方針とその内容を以下のとおり具体的に決定した。 

 



 

25 
 

4.3.1. 活動方針 

MLVT と締結した MOU（添付資料 1-3）には、先方の要望から、プノンペン中央市のみならず地

方訓練校への指導訓練も行うと記しているため、その実施範囲（エリア）について MLVT 側と協議

を 行 っ た 。 具 体 的 に は 、 MLVT 管 轄 の 39 校（ 添 付 資 料 3-1「 LIST OF PUBLIC TVET 

INSTITUTIONS」）のうち、自動車整備コースを実質的に有す 8 校を実施候補とした。なお、プノン

ペン市内にある管轄訓練校のロケーションは、添付資料 1-4-b「MLVT 管轄校ロケーションマップ」

の通りである。 

2015 年 12 月より、これらの訓練校について現地調査を実施し、まずは研修訓練にあたっての

打ち合わせと事前準備を行うこととした。その上で、現地で MLVT を支援する ADB とも協議し、彼

らが実行するマスタープランとの整合性を意識しながら指導プランの方向を固め、実施に向けた

準備を行う方針とした。その後、2016 年初頭に掛けて、実際の研修訓練を実施するが、第 1 期パ

イロット訓練での反省を踏まえ、各訓練校への出張研修（訪問授業）を行うとともに、プノンペン及

び近郊訓練校に対するアプローチとして、実際に手を動かして教育することができるモデル研修

センターを当社グループの既存実習施設を活用して構築する方向で準備を行った。具体的な実

施計画は以下の通りとした。 

 

(ア) 各訓練校の現状調査 

第 1 期パイロット訓練の受講者（教員)を訪ね、各校の現状を知るために現地調査を行う。

MLVT 管轄校教員の現地指導状況の把握と教材・実習設備の状況確認が目的である。 

(イ) 第 2 期パイロット訓練の実施 

MLVT 管轄訓練校へ個別に出向いての出張研修により、技術人材（教員）を育成する。 

第 1 期 パイロット訓練の反省をもとに、現車による実習を中心にカリキュラムを作成する。 

(ウ) 教本のクメール語翻訳とデジタル化 

20 年前に NGO にて翻訳された 3 級整備士教本のアップデート、及びデジタル化による劣化

しない教材の作成を行う。 

(エ) モデル研修センターの構築準備 

当社グループの既存実習施設と、京整振他から寄付頂いた実習機材を組み合わせ、実際に

手を動かして教育することができるモデル研修センターを構築する。本件については、第 2 期

訓練に間に合わない可能性があるが、当社としてはプロジェクト終了後もカ国 MLVT への支

援を続けたい方針であるため、自己負担で機材輸出を行うことを決めた。実習機材のリスト

アップと集積を行い、2016 年初頭の輸出として計画した。 

 

4.3.2. 訓練概要 

① 実施場所 

MLVT と協議の上、第 1 期訓練受講生の管轄校を中心とした以下の訓練校にて出張研修を

実施する。実習においては、ハイブリッド車両であるプリウスを使用し、現車による整備ポイ
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ントの確認実習を組み込むものとする。 

No.02 Battambang 州 Regional Polytechnic Institute Techo Sen Battambang 

No.04 Battambang 州 Battambang Institute of Technology 

No.10 Kampot 州 Regional Polytechnic Institute Techo Sen Kampot 

No.18 Phnom Penh National Polytechnic Institute of Cambodia 

No.22 Phnom Penh Industrial Technical Institute 

No.24 Phnom Penh JVC Technical College 

No.37 Svay Rieng 州 Regional Polytechnic Institute Techo Sen Svay Rieng 

No.38 Takeo 州  Regional Polytechnic Institute Techo Sen TAKEO 

注） No.は、添付資料 3-1「LIST OF PUBLIC TVET INSTITUTIONS」に従う。 

 

② 実施期間 

2016 年 1 月～3 月に掛けて、各 3 日間の集中短期コースを行う。また 2016 年、1 月 25 日～

29 日の5 日間に掛けて、ADB主催の指導案作成セミナーに参加し、ADBマスタープランの概

要把握と本研修の整合性確認を行うこととした。 

 

③ 対象者 

上記のとおりプノンペン及び地方州において自動車整備コースを有す MLVT 管轄校の整備

士教員を対象とした。MLVT より各校へ指示レターを発信の上、プノンペンの職業訓練校 3 校

より最低 4 名、地方校より最低 5 名の教員が参加することとなった。また、今回においては、

既存授業の一環（補足講座）として実施し、管轄校教員に対し、生徒への指導方法を実演す

ることにより、教員の指導スキルの向上を目指すものとした。 

 

4.4. モデル研修センター構想 

当社が JICA より受託し、2013-2015 年に渡り実施した「農業機械化による収量拡大と農家の自

立化支援」協力準備調査（BOP ビジネス連携促進））の中で、農機具の修理・メンテナンス人材、

技術者養成を行うにあたり、カ国社会事業省管轄の Posen Chey Social Development Center（ポ

ーセンチャイ社会開発センター、以下「PCSDC」という）内に機械整備の実習施設を整えてきた経

緯がある。ここに整備研修機材を配置し、カ国で不足している実践的な研修（実習）が行える場を

設ける考えに至った。 

ここに、京整振他から譲り受けた整備研修機材を配置し、日本の整備教育ができるモデル研修

センターとしてアップグレードさせる構想である。なお、譲り受けた機材を、添付資料 3-2「支援機

材」にリストアップする。 
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ポーセンチャイ社会開発センター全景 

 

 

当社グループの実習施設 

 

 

整備研修機材については、「京整振」のみならず、日本トップクラスの自動車整備専門学校であ

る「YIC 京都工科大学校（以下、「YIC」という）」、「日産京都自動車大学校（以下、「日産大」という）」

から寄付というかたちで頂戴することが出来た。これ以外に、2016 年 3～4 月に実施した MLVT 幹

部メンバースタディーツアーにおいても、京整振、YIC、日産大を視察訪問させてもらうなど、カ国

支援に対するご協力に関し、深く感謝の意を表したい。 

本件については、第 2 期パイロット訓練に間に合わなくとも、当社及び京整振は本プロジェクト

終了後もカ国 MLVT への支援を続けたい方針であるため、自己負担で機材輸送を行った。 

結果として、添付資料 4-3「日本からの実習支援機材」を確保・輸出することができ、更にカ国と築

けた関係値から支援機材として無税で輸送することができた。一部の機材は現地にて修理を行う

必要があったが、概ね実習機材として現地で価値のあるものとして利用できると考える。 
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5. 第 2 期 パイロット訓練 （第 4 回現地活動：2015 年 12 月～2016 年 6 月） 

 

5.1. 各訓練校の現状調査 

先の活動方針に沿って、まずは第 1 期パイロット訓練の受講者（教員)を訪ね、各校の現状を知

るために現地調査を行った。MLVT 管轄校教員の現地指導状況の把握と教材・実習設備の状況

確認が目的である。訪問した訓練校は以下であり、そのロケーションは添付資料 4-1「MLVT 管轄

校ロケーションマップ（PP 市内＋地方校）」の通りである。 

 

2015/12/01 訪問： RPITSSR (Regional Polytechnic Institute Techo Sen Svay Rieng) 

                  スバイリエン訓練校 

2015/12/03 訪問： RPITSK (Regional Polytechnic Institute Techo Sen Kampot) 

                  カンポット訓練校 

2015/12/08 訪問： BIT (Battambang Insutitute Technology) 

                  バッタンバン訓練校 (1) 

2015/12/09 訪問： RPITSB (Regional Polytechnic Institute Techo Sen Battambang） 

               バッタンバン訓練校 (2) 

2015/12/09 訪問： Don Bosco Technical School BATTAMBANG 

               ドン・ボスコ校 バッタンバン 

2015/12/09 訪問： University of Battambang 

               バッタンバン大学 

 

現地調査のサマリーについては以下の通りである。詳細については、添付資料 4-2「地方校現

地調査報告」にて現地写真を交え、整理した。 

 

5.1.1. 機材について 

2015 年 8～9 月にかけて実施した第１期パイロット訓練時には、プノンペン市内の ITI 校、JVC

校の 2 校にしか ADB からの機材提供は見られなかったが、その後、地方へも提供が進んでいた。

簡単な使い方の授業は実施された模様だが、まだまだ不充分な様子であった。ただ、そもそも

ADB の機材はシミュレーション機器であり、実際の実習用機材（分解・組立用）でないため、実技

訓練用機器の充実には程遠い感である。 

その他既存機材については、予想通り古いものが多く、ボルトなどの欠品が見られるなど、管

理状態が良いとは言い難い。測定器の不足などから、分解点検時に正しい測定が行われず、良

否の判断も付きづらいのではないかと推測される。 

 

5.1.2. 教本について 

また、ADB が進めるマスタープランに基づいた指導教本が配布されているものの、内容が古く、
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現状にマッチしていない部分が多く見受けられた。そのため、マスタープランの流れに沿いながら

JVC の教本（日本の自動車整備士資格の教本だがこれも古い）などを補助教材として採用してい

る。指導教本は１冊しか提供されず、生徒へ貸し出してコピーを取らせる方式（生徒が実費負担）

のため、白黒の資料しか出回っておらず、コピー機によっては鮮明な画質に欠けるなど、些か中

途半端な印象であった。また、教科書（教本）と実習教材が同期しておらず、座学と実技でのアン

バランスさが見受けられる。 

 

5.1.3. 教員について 

教員については、専任が少なく兼任が多い。半学生の教員もおり、大学やプノンペンへ学びに

出ているため、不在が多く満足な授業が行われていないケースもある。過去に JICA エキスパート

が入った訓練校もあるが、通訳が上手くいかなかったことにより打ち切られたと考えていた。ただ、

期待は大きく、JICA 支援の再開を望んでいる声が多い。 

また、ワークショップ（実習場）は、一部の教員に貸し出されており、その収益でメカニック(指導

員)を雇い、実習の名目で学生を工員として使っているケースが見受けられた。 

 

5.1.4. その他 

どの訓練校も、建物はあるが運営費が不足しており、満足な教育の提供が出来ていない。消耗

品の購入にも支障があり、やりたいけどやれないジレンマがあると推測される。 

 

5.2. 第 2 期パイロット訓練の実施 

先の現状調査をもとに MLVT と協議の上、各校への出張研修を実施した。今回においては、既

存授業の一環（スキルアップ講座）として実施し、管轄校教員に対し、生徒への指導方法を実演す

ることにより、教員の指導スキルの向上を目指すものとした。また、第 1 期 パイロット訓練の反省

をもとに、当社保有のハイブリッド車両であるプリウスを利用し、現車による整備ポイントの確認実

習を組み込んだ。 

 

5.2.1. 訓練内容 （スキルアップコースプラン） 

イ） 3 級自動車整備士 資格取得要件講習 

1. 基礎作業工具の取り扱い等   3h 

2. 基礎理論自動車基礎工学   3h 

3. 測定作業ノギス、マイクロメータ、ダイヤルゲージ 3h 

4. 電気回路テスター、オシロスコープ、A/C ゲージ 3h   

         計 12 h 

ロ） ハイブリッド車など次世代車両の点検・整備 

ハ） 基本診断＋日常作業＋緊急対応 
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ニ） HV 技術講習（低圧電気取扱講習）、スキャンツール研修（基礎） 

1 一般基礎     3h 

2 安全作業     3h 

3 故障探求     3h 

4 電子制御     3h   

         計 12 h 

 

5.2.2. カリキュラム （時間割） 

 
 

5.2.3. 各訓練校の研修スケジュール 

Date Location  

1/18(月)～1/20(水) JVC, Phnom Penh Phnom Penh 

1/25(月)～1/27(水) ITI, Phnom Penh ※ADB セミナーと重なり中止 Siem Reap 

2/01(月)～2/03(水) NPIC, Phnom Penh Phnom Penh 

2/08(月)～2/10(水) Battambang ※春節により 3 月に延期し実施  

2/15(月)～2/17(水) Kampot Kampot 

3/09(水)～3/11(金) Takeo Takeo 

3/15(火)～3/17(金) Battambang Battambang 

 

5.2.4. 各訓練校での研修結果 

第 2 期パイロット訓練においては、当社大西技術主任（整備士含む広範な資格を保有）のみな

らず、日本の京都府自動車整備振興会（京整振）の協力により一級整備士である石村教官、及び

JICA シニアボランティア嶋氏、と各々の強みを活かした共同講習にすることが出来た。 
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(ア) 2016 年 1 月 18 日～20 日  JVC Technical College 

同校教員＋3 クラス生徒 100 名の合同参加という活況の中、現車実習を実施。カンボジア BBC 

TV 局の取材撮影も入り、通常授業を止めての注目の講座となった。 

  

  

  

 

(イ) 2016 年 2 月 1 日～3 日  NPIC (National Polytechnic Institute of Cambodia) 

JVC と同じく期待の高さから、3 年生および 4 年生合同授業となり、次年度指導員(教員)候補生

を含んだ形での講習を実施。グループ分けによる現車実習を行い、指導員候補生(13 名)には、順

次後輩(3 年生)への指導を任せ、連鎖授業が行われるよう構成に配慮した。 
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指導員候補生は翌年から教員となるため、吸収

意欲が高く、また事前に資料を読み込むなど、

同国一と噂されるレベルの高さを伺わせた。 

最終日、現車実習のためグループ分けした際に

指導員候補生が 3 年生に対し、模擬授業を行う

など他校では見られない流れを作ることが出来

た。 

 

 

 

(ウ) 2016 年 2 月 15 日～17 日  RPITSK (Regional Polytechnic Institute Techo Sen Kampot)  

約 25 名の生徒が受講。後方で、3 名の教員方が参加し、研修と共に随所で補助を頂くことで、

参加型授業を構成。教員・生徒双方から頻繁に質問が飛び、興味の深さと真剣さが伺えた。 
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現車実習では、グループ分けを行い、出来るだけ現車に触れられる機会を増やし、女生徒も積

極的に参加してもらえるよう配慮した。今後の車検制度も視野に、検査モードの切り替え方法も教

員方も全員体験し、今後の生徒への指導のきっかけを作ることが出来た。 

なお、Kampot 訓練校は、ワークショップ併設型であり、ハイブリッド車の修理も経験済であるため、

交換済部品を使った実習機材において他校を上回るところがあり、内部構造などの詳細情報が

補強されることで、より一層高度な整備が可能になると確信する。 

 

(エ) 2016年 3月9日～3月11日  RPITST (Regional Polytechnic Institute Techo Sen Takeo)  

他校と同様、これまで体系立てて学べなかったハイブリッド車を大きなテーマとした。基本の測

定についての座学、ノギス・マイクロメーター・ダイヤルゲージなどの使い方、読み取り方などをマ

スター出来るよう講習し、ハイブリッド車の基本構造の学習に加えて、基本点検方法、メンテナン

スモードへの切り替え、サービスプラグの抜き差し、HV Cooling Fanの分解点検などの実習を行い

った。ここでも指導教員の積極的な参加があり、専門用語を中心に要所要所で間に入って頂くな

ど、アットホームな授業となった。 
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RPITST（Takeo） の校長先生から感謝状を頂き、驚きと感謝の中、修了した。 
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【邦訳】 

カンボジア王国  

REGIONNAL POLYTECMNIC INSTITUTE TECHO SEN TAKEO                           

国  宗教  国王                                                                       
 

感謝状 

ReNet Japan Group, Inc 殿 

ReNet Japan Group, Inc は 2016 年 3 月 09 日から 2016 年 3 月 11 日まで 

REGIONNAL POLYTECMNIC INSTITUTE TECHO SEN TAKEO の学生に”HYBRID 

SYSTEM”の コースを実施頂いた旨、真に感謝しております。本コースのお陰で

HYBRID SYSTEM を理解でき、それが学生の将来に繋がると信じています。よって、

ReNet Japan Group, Inc に心から感謝の意を表します。 

Takeo 2016 年 3 月 11 日   

学校長 PanNora 氏   

 

(オ) 2016 年 3 月 15 日～17 日  RPITSB (Regional Polytechnic Institute Techo Sen 

Battambang)  
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隣接校の BIT (Battambang  Insutitute Technology) からも参加頂き、2 校合同研修となった。

参加者は約 45 名。他校と同様に基礎測定法から始め、ハイブリッド車の構造、点検などの研修を

行った。 教員方にも参加も頂き、専門用語や言い回しの面で足りない部分はフォローしてもらい

ながら、全員参加型の研修となった。女子生徒、お坊さん、2 校の学生と教員など幅広い層への

研修となった。実習においても、できるだけ全員が触る機会を持てるよう時間を割きながら、和気

あいあいとした雰囲気の中、3 日間の講座を修了した。 

ハイブリッドシステムの高圧部分については、保護手袋をはめての作業となり、受講者も初めての

体験に緊張しながら汗をかいての実習であった。
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修了時、校長先生より感謝のお言葉を頂くとともに、地方の小規模訓練校へも目を向けて欲し

い旨の要望を頂戴した。全国 30 校という地方訓練校にも今後目を向け、適切な形で貢献できれ

ばと心を新たにした。 

 

5.3. MLVT 職業訓練局、ADB 幹部との中間協議 

 

5.3.1. 2016 年 1 月 18 日  MLVT / LAOV HIM 職業訓練局長 

MLVT の主な発言は以下の通りであり、当社としても同意した。なお、同氏は本邦受入研修にも

参加された方である。 

 活動報告が局内で上手く伝わっていないため、今後は局長が窓口となり、直接報告書が届く

ように改善する。 

 ADB の活動に関しても、随時情報交換し、互いに高めあえるように努力する。ADB のワーク

ショップにも参加してもらうことで、リネット社としても動向を把握して貰いたい。 

 修了証などの認定については、MLVT も関わることで認証を行う。 

 地方校へも目を向け、都市部のみでない活動を目指して欲しい。 

 クメール語翻訳の技術情報は少ないため、整備教本を含み情報量を増やしていって欲しい。 

 電気科分野では Level5 を目指した専門家の助言が働いているので、自動車整備分野にも広

げて欲しい。 
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 技術研修生制度を利用した日本への研修生枠を広げるよう協力願いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.2. 2016 年 1 月 22 日   ADB / 

SOPHEA MAR 所長 

主な協議結果は以下の通り。 

 ADB と連携を取り、活動に生かしていく。 

 ADB マスタープランに関しても情報交換を

行い、双方の方向性を合わせる努力をす

る。 

 ADB と JICA、リネット社が互いに協力を惜

しまず協力関係を維持する。（JICA 現地事

務所も同席） 

 

5.3.3. 2016 年 1 月 25 日～29 日  ADB 指導方法案作成セミナー 

MLVT / LAO HIM 局長の紹介により、シェムリアップで開催される ADB の主題セミナーに参加し

た。 

内容としては、ADB マスタープランによるコンピテンシーの作成、ベースカリキュラム(CBC)から

学習パッケージ（CBLP）への展開方法のセミナーであった。[目的]・[指導]・[宿題]・[解答] への 4

段階へ原案を展開していく手法であり、評価パッケージ(CBAP)の作成は次回セミナーで行われる

予定とされていた。[サービス]・[整備]・[電装]・[エアコン]の 4 グループに分かれてワークショップ

が繰り広げられたが、あくまで指導方法論の要素が強く、個別の指導教本（指導技術体系）の話

には至っていない。教育現場としては、自動車整備教本の整備と標準化が求められている。 
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5.4. 【補足】 ADB のカリキュラム開発技法について 

ADB が使用しているクドバス（CUDBAS）は、A Method of Curriculum Development Based on 

Vocational Ability Structure の略で、カナダで開発したカリキュラム開発技法である。5 つの開発

手順があり，少人数で手早く作成できる技法がその中の 1 つ「Developing a Curriculum (DACUM)」

であり、これを採用している。なお、日本は CUDBAS を改良した PROTS（PROgressive Training 

System for Instructor）を一般に使用しているため、日本で上記は全く知られていない。KJ 法（川

喜田二郎の開発）やブレーンストーミング法が問題解決法として有名だが，これらを元に発展した

経緯があり、日本の厚生労働省もこれをベースに職業分類や職務分析を行っている。 
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6. 本邦受入活動 （2016 年 3～4 月） 

 

6.1. 受入活動概要 

 

6.1.1. 目的 

日本の自動車整備士育成システムのカンボジアへの導入に向けたカンボジア労働・職業訓練

省 幹部メンバーの視察研修 

 

6.1.2. 参加者の研修項目 

 日本の自動車整備士育成システム（教育訓練プログラム）の理解 

 公的プログラムとしての整備士資格の位置付けについて 

 日本の車輌検査システムの理解 

 関連する自動車ビジネスの視察 

 

6.1.3. 参加者リスト 

① H.E. Dr. PICH SOPHOAN, Secretary of State （MLVT 長官） 

② H.E. POK PANN, Under Secretary of State （MLVT 次官） 

③ H.E. LAOV HIM, Directorate General of TVET （Technical and Vocational Education and 

Training）（MLVT 職業訓練局 局長） 

④ H.E. BUN PHEARIN, President of NPIC (National Polytechnic Institute of Cambodia：NPIC 校 

校長) 

⑤ H.E. YOK SOTHY, Director of NTTI (National Technical Training Institute：NTTI 校 校長) 

⑥ H.E. MOAN SAM OEURN, Director of ITI(Industrial Technical Institute：ITI 校 校長) 

 

6.1.4. 当社所見 

 

6.1.5. 本邦受入活動の結果・課題 

今回の視察研修ツアー先であった JICA 本部、国土交通省自動車局、外務省南部アジア部、京

都府・滋賀県自動車整備振興会、京都市内の優良整備専門学校（ＹＩＣ校、日産京都自動車大学

校）等を通じ、参加者の MLVT 幹部メンバーには、自動車整備教育にまつわる日本とカンボジア

の環境の違いを充分理解頂けたと考える。 

ツアーの最終日において、代表である長官は、修理だけでなく、メンテナンスや点検・車検が重

要だと認識し、これからカンボジアの教育のカリキュラムにメンテナンスと点検・車検を組み込みた

いとの意向を示された。 
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とりわけ、京都自動車整備振興会での研修（添付資料(受)-1「京都自動車整備振興会配布資

料」）においては、長官以下、多数の質問と活発な意見が飛び交い、結果として京都からも、カン

ボジアに対し、改めて協力の意向を頂けることとなった。 

また、長官から、カンボジアにおける事故の減少を始めとする交通課題の改善に向けて、日本

の制度に基づいた整備と検査（予防・安全点検重視）の学校を作るべきとの意見が上げられた。 

帰国直後の現地ＴＶインタビューにおける長官コメントは以下の通りであった。 

「今回の訪問は、私にとって大成功だと思っている。日本の関係省庁とお会いし、カンボジア支援

の言葉を頂いた。日本では修理だけでなく、メンテナンスや点検・車検が重要だと言われた。これ

からカンボジアの教育のカリキュラムにメンテナンスと点検・車検を組み込みたい。これにより交通

事故が減らせると信じている。」とあり、日本とカンボジアの友好および今後のプロジェクト推進に

大きな成果となった。 

 

6.1.6. 参加者の意欲・受講態度、理解度 

今回の MLVT 幹部メンバーは、国の職業訓練の方向性を決めるレベルの方々であったため、

非常に礼儀正しく、興味深く、前向きに情報を吸収されていた。 

 

6.1.7. 本邦受入活動の成果を生かした今後の活動計画 

一方、当社が行う本プロジェクトは本年をもって終了予定であり、今回の MLVTの要望を汲み取

るには、整備技術＋検査技術の資格制度に注力した次のプロジェクトを立ち上げる必要性がある。

今後、この課題に向け、JICA にも相談にのって頂きながら、今後の活動計画を作りたい。具体的

には、MLVTと共同で日本とカンボジア双方のニーズを満たす学校（又はコース）を作りたいと考え

ている。 

 

  



 

43 
 

7. 教本作成・翻訳とデジタル化 （第 5 回現地活動：2016 年 7 月～9 月） 

 

現在、日本の整備士資格は学位ではなく、運転免許証などと同様のライセンス（資格)となる国

家資格であり、大きく以下の 4 レベルに区分されている。今回の事業を通じ、当社は、カ国の整備

技術が発展するために、まずは基礎技能である三級自動車整備士相当の技術を整備工が共通

で習得することが望ましいと判断した。そのため、日本の自動車整備士カリキュラムのうち、以下

三級の教本（二輪除く）のクメール語翻訳とデジタル化が完了している状況にある。 

また更に、本事業の前身のプロジェクトである JICA 協力準備調査（BOP ビジネス連携促進）に

て作成した「自動車基礎工学・基礎整備」に関する教本を加筆・補追し、上記三級整備相当の技

術を学ぶための基礎教本としての作成を終えている。以上を含めると、ページ数で 700 ページを

超える大作となった。 

これに加え、過去 JICA シニアボランティアの作成した技術用語集（JICA カンボジア事務所の書

庫に眠っていたもの）を引き継いだ整備技術用語辞典（収録用語数：3,649 語）の現代化・デジタル

化も完了している。参考までに、これらの一部（三級整備士エンジンの Lesson1、技術辞書の１ペ

ージ目）を、添付資料 5-1 として添付する。 

本教本セットは、今後当社が実施を予定するMLVTとの教育訓練事業で活用し、指導方法の移

転とともに同省へ寄贈する方針として考えている。 

 

● 三級自動車整備士 

自動車各装置の基本的な整備ができること。 

・三級自動車シャシ整備士    ⇒クメール語・デジタル化完了 

・三級自動車ガソリン・エンジン整備士  ⇒クメール語・デジタル化完了 

・三級自動車ジーゼル・エンジン整備士 ⇒クメール語・デジタル化完了 

・三級二輪自動車整備士 

 

● 二級自動車整備士 

自動車の一般的な整備ができること。 

・二級ガソリン自動車整備士 

・二級ジーゼル自動車整備士 

・二級自動車シャシ整備士 

・二級二輪自動車整備士 

 

● 一級自動車整備士 

二級自動車整備士より高度な自動車の整備ができること。 

・一級大型自動車整備士 

・一級小型自動車整備士 
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・一級二輪自動車整備士 

 

● 特種整備士 

各々の分野について専門的な知識・技能を有すること。 

・自動車タイヤ整備士 

・自動車電気装置整備士 

・自動車車体整備士 
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8. プロジェクト総括 

 

2015 年 1 月から 2016 年 9 月にかけて当初の活動計画（1.8.）に基づき、2 期に渡るパイロット訓

練並びに本邦受入活動を実施してきたが、その都度、日本及び現地政府機関、関連組織・企業

等、各方面へ進捗説明を行うことで協力関係を構築することができ、結果として、当初予定してい

た計画以上の活動を実施し、予想を上回る結果を得られたと考える。各回活動の結果を総括する

と以下の通りである。 

 

活動種別 
実施 
時期 

実施
期間 

実施
都市

活動の主な対象者 活動結果 

第 1 回現地
活動 

（実行準備） 

2015 年
1 月～5

月 

5 ヶ月
間 

プノン
ペン 

■ RJG 
1) 業務主任者 
2) 自動車整備技術

指導担当 
3) 関係省庁及び 

現地企業連携調整
担当 

・プログラム全体計画を労働・
職業訓練省（以下「MLVT」）及
び協力企業各社（トヨタグルー
プ、京都・滋賀自動車整備振
興会等）へ説明し、協議 

・MLVT と事業実施に関する覚
書（MOU）を締結 

・MLVT 管轄校の事前調査、実
施調整 

・座学、実習場所各々の確定 
･プログラム詳細決定、カリキュ
ラム準備、第 1 期受講生募集
を MLVT と協議の上で確定 

第 2 回現地
活動 

（第 1 期 パ
イロット訓

練） 

2015 年 6
月～8 月 

3 ヶ月
間 

プノン
ペン 

■ RJG 
1) 業務主任者 
2) 自動車整備技術

指導担当 
3) 関係省庁及び 

現地企業連携調整
担当 

 
■ 自動車整備コー
ス受講生（MLVT 教
員） 

･第１期パイロット訓練の機材設
備、教材（翻訳含む）の準備 

・生徒のレベルを知る 3 ヶ月とし
て、計 120 時間のカリキュラムに
てパイロット授業を実施 

・教員訓練における「課題」と
「解決の方向性」を抽出 

第 3 回現地
活動 

（カリキュラ
ム・教材改

定） 

2015 年
9 月～11

月 

3 ヶ月
間 

プノン
ペン 

■ RJG 
1) 業務主任者 
2) 自動車整備技術

指導担当 
3) 関係省庁及び 

現地企業連携調整
担当 

・上記「解決の方向性」に沿った
「解決策」の策定 

・第 2 期パイロット訓練内容とス
ケジュールの確定 

・モデル研修センターの設置検
討 

第 4 回現地
活動 

（第 2 期 パ
イロット訓

練） 

2015 年
12 月～
2015 年

6 月 

7 ヶ月
間 

プノン
ペン 

■ RJG 
1) 業務主任者 
2) 自動車整備技術

指導担当 
3) 関係省庁及び 

現地企業連携調整
担当 

 
■ 自動車整備コー

・第 2 期受講生募集を MLVT と
協議の上で確定 

・地方訓練校の実態調査 
・上記の「解決策」を網羅する地
方校を含んだ訓練展開の実施

・京都自動車整備振興会との現
地連携による活動 

・モデル研修センターの構築準
備 
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活動種別 
実施 
時期 

実施
期間 

実施
都市

活動の主な対象者 活動結果 

ス受講生（MLVT
教員） 

 

本邦受入 
活動 

2016 年
3～4 月

約 1
週間 

東京都
愛知県
京都府

■ MLVT 幹部職員
1) 長官 
2) 次官 
3) 局長 
4) 各学校長（3 名）
 
■ RJG 
1) 業務主任者 
2) 自動車整備技術

指導担当 
3) 関係省庁及び 

現地企業連携調整
担当 

 

・日本の自動車整備士育成シス
テムのカンボジアへの導入に
向けたカンボジア MLVT 幹部
メンバーの視察研修 

【参加者の研修項目】 
①日本の自動車整備士育成シ

ステム（教育訓練プログラム）
の理解 

②公的プログラムとしての整備
士資格の位置付けについて 

③日本の車輌検査システムの
理解 

④関連する自動車ビジネスの
視察 

第 5 回現地
活動 

（総括） 

2016 年
7 月～9

月 

3 ヶ月
間 

プノン
ペン 

■ RJG 
1) 業務主任者 
2) 自動車整備技術

指導担当 
3) 関係省庁及び 

現地企業連携調整
担当 

 

・体系だった教本のクメール語
翻訳とデジタル化 

・プログラム成果の検証 
・プログラム継続実施にあたり

MLVT・関係企業と協議 
・カンボジア向け自動車整備士

制度（案）提案 
・今後の事業（ビジネス）展開の

方向性や期待される開発効
果、現地 ODA 事業との連携
可能性などを複数の事業モ
デルから検討 

 

上記活動により、当初の事業目的（1.3.）である以下の１）については達成できたと考える。前章

にて詳細を記載の通り、MLVT 及び傘下の教育訓練校は実施期間を通じて意欲的に活動へ取り

組むとともに、「予防整備」の観点に基づいた日本式自動車整備技術教育の重要性を理解し、カ

国教育訓練の改善について継続的に意見交換を行ってきた。本事業で作成したクメール語教材

は、今後各訓練校で活用される予定である。 

２）に関し、本事業を通じて今後のビジネス展開計画を策定した。MLVT より引き続き事業継続

の要望を受け、日本の関連団体から継続的な協力を得ることが出来ており、当社としては今後も

MLVT と連携し、様々な形で事業を継続する予定である。次章にてその詳細を記載する。 

 

１） MLVT が高水準な自動車整備技術教育と適切な自動車整備士制度の必要性を理解し、

効果的な訓練が持続的に行われる仕組みづくりを行う素地を提供する。 

２） 上記達成のため、MLVT 管轄校指導員（教員）に対し日本の自動車整備技術に関わる教

育訓練を実施し、これを通じて民間としてのビジネス展開計画を策定する。 
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9. プロジェクト終了後のビジネス展開 （第 5回現地活動：2016 年 7月～9月） 

 

9.1. 教育訓練事業 

 

9.1.1. ビジネスモデルと展開方針 

先の通り、今回実施した事業は MLVT から引き続き事業継続の要望を受けており、当社として

は今後も MLVT と連携し事業を継続する方針を持っている。ただ、事業の継続にあたっては国際

協力・社会貢献の意味合いも強いため、外部組織の協力による一部のコストカバーを考慮したい

ところであり、現状、当社自身がこれで収益を得ることは想定していない。 

現在、JICA と日本の国土交通省は、カ国の公共事業・運輸省（MPWT）をカウンターパートとし、

「車両登録・車検制度の行政制度改革プロジェクト」を開始した。こうした動きと平行して MPWT は

民間車検場の普及を推進しており、今後、予防整備・点検技術を習得した整備士（＝自動車検査

員）の輩出が必要とされることと連動している。 

カ国における車両整備技術問題の解決策のひとつとして、「自動車整備士の育成」は根本的な

解決策の一部分となる。自動車整備とは、自動車の安全を確保し、自動車の通行と運行を支障な

く稼働するために、メンテナンス（診断・点検・分解・組立・修理・調整等）業務を行うことである。自

動車整備は、カ国の交通事故と公害の防止に貢献するのみならず、バス・トラック等の商用車や

自家用車によるモビリティ（人や物の移動）効率を高め、経済発展の原動力を高める。とりわけカ

国ではまだ事故を未然に防ぐことに繋がる「予防整備」という考え方が普及していない。このため、

『日本基準の車両整備技術を習得した整備士が養成されることで、対象地域における整備士の

質が向上し、整備士自身が民間整備工場・車検場において予防整備を学んだ整備士の雇用が促

進される。』こととし、質の高い整備士がカ国に増えることで、国民の予防整備及び車両整備に対

する意識が向上することを見込んだ新たなる提案を考えている。 

こうした提案により事業の継続を検討する一方、別の手段での継続方法の検討も必要であろう。

これについては、本事業終了後の 2017 年 3 月に再度現地へ足を運び、MLVT 長官及び職業訓練

局長と打ち合わせる予定となっている。 

 

教育訓練事業は、収益事業ではなく、カンボジアの整備工の技術向上への貢献に向けた取り

組みとして位置付ける。教育プログラムに一定の授業料を課すことも可能性としてあるが、カンボ

ジアの整備工志望の学生の多くは裕福な家庭でないため、多くの受講料は期待できないと考えら

れる。但し、本事業で輩出される整備工は、他の自動車関連事業の基盤として位置付けることが

できるため、これらの事業で上げられた収益の一部を本事業に充当する形で運営を継続する体

制を整えたいと考える。 

 

9.1.2. 競合環境 

日本の特定非営利活動法人 日本国際ボランティアセンターが自動車整備士養成の技術学校
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JVC Technical College（以下、「JVC」）に現在も関与を続けている。立ち上げ当初は運営まで行っ

ていたものの、現在は MLVT 管轄訓練校の 1 つとなり、校内の整備ピットで収益を稼ぐ自立校モ

デルとなっている。JVC ソリン校長へのヒアリングによると、教員の知識と実務経験が不足してお

り高度な内容の講義は難しいと聞いている。EFI（Electronic Fuel Injection：燃料噴射装置）までは

教えることができるが、ハイブリッドや診断情報の転送など現在の技術には対応できていない状

況にあるため、今回の当社プロジェクトにて指導不可部分の教員訓練を行っている。 

このように、比較的恵まれた環境にある訓練校においてもこうした状況にあることから、MLVT

はより現代的な技術を教えることができる場の設置を期待している。 

 

9.1.3. 事業化におけるリスク 

単体での収益化が期待出来ないことが一番のリスクである。そのため、当社としては他の関連

事業とセットで事業化を進めていく必要があると考えている。 

 

9.1.4. 想定スケジュール 

外部組織の協力により、一部のコストカバーに目処がついた段階と想定している。具体的には、

2017 年夏以降を予定している。 

 

9.2. 人材紹介事業 

 

9.2.1. ビジネスモデルと展開方針 

本事業は、自動車整備訓練を実施した職業訓練校から輩出された自動車整備工卒業生をカー

ディーラーや整備工場に紹介し、紹介手数料を得ることを想定している。上述の「教育訓練事業」

で整備技術に関するトレーニングを実施・資格認定し、一定以上の教育と技術水準をもつ整備工

の供給を保証することで優秀な整備工の採用に苦心しているカーディーラーや整備工場などのサ

ポートを行うモデルである。 

現地のカーディーラーや整備工場、人材紹介会社などにヒアリングをした結果、多くは十分な教

育を受けた整備工の雇用には困難を感じていることが分かった。ヒアリングでは、特に以下が整

備工の採用における課題として上げられた。 

 

ヒアリングによる整備工採用の課題 

３） 十分な基礎教育を受けておらず採用後に自社で多くの教育投資を行わなければならない

（カーディーラー） 

４） 電子制御やハイブリッド車などの先進技術などの知識に欠けている（整備工場） 

５） 地方の店舗で就業を希望する職員が少ない（カーディーラー） 

６） 引き抜きが頻繁に発生する（カーディーラー） 

７） 高い給与が望める事務職の希望が多く、そもそもの技術系人材の供給が少ない（人材紹
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介会社） 

 

上記の通り、自動車整備工の採用は様々な理由で困難であり、一定の費用がかかっても人材

紹介の採用を検討する企業は出てくると考えられる。 

自動車整備の知識を有するメカニックは、カーディーラーや整備工場だけでなく、カーケアショッ

プやクイックサービスショップ（洗車場や日本のオートバックスのような軽メンテナンスショップ）など

の周辺事業にもニーズがある。さらに基本的な知識はバイクや産業機械（農機や発電機など）に

も応用できるため、より幅広い分野における人材紹介ニーズに向けた事業展開が可能と考えられ

る。下表に人材育成事業の価格や展開イメージ、および 5 年間の事業試算を記述する。 

 

人材紹介事業における展開イメージ 

対象 カーディーラー（新車・中古車）、整備工場、カーケア

ショップ、バイクショップ、産業機械販売店 

紹介報酬 採用時給与の 2 か月分 

一人当たりの給

与単価 
200 ドル～300 ドル程度（採用時） 

想定紹介人数 初年度：20 名（月平均数名程度） 

２年目：50 名（月平均 4-5 名程度） 

３年目：120 名（月平均 10 名程度） 

４年目：180 名（月平均 15 名程度） 

５年目：240 名（月平均 20 名程度） 

 

 

人材紹介事業の事業計画モデル 

 

 

上表の通り、人材紹介事業は原価がかからないため初年度から赤字にはならないと試算でき、

人材紹介事業

初年度 2年目 3年目 4年目 5年目 備考

売上 1,000,000  2 ,575,000  6 ,365,400  9 ,834,543  13,506,106 

単価 50,000         51,500         53,045         54,636         56,275         
賃金上昇はインフレ率

2016年推計3.07%で想定

紹介人数 20              50 120 180 240

費用 680,000    995,000    2 ,233,080  3 ,406,909  4 ,621,221  

人件費（営業スタッフ） 480,000       480,000       960,000       1,440,000     1,920,000     
一人月4万円。1人当たり

月5名成立と想定

販売管理費 200,000       515,000       1,273,080     1,966,909     2,701,221     売上の20%

想定営業利益 320,000    1 ,580,000  4 ,132,320  6 ,427,634  8 ,884,885  

（単位：円）
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2 年目の年間 50 名程度の紹介で一定の利益額を得て、その後は紹介人数に応じて乗数的に利

益が増大すると考えられる。 

 

9.2.2. 競合環境 

日本と同様、カ国においても人材紹介会社は複数存在する。ただ、基本的にホワイトカラーの

紹介が中心であって、当社が想定するような資格とセットになった専門職特化型の人材紹介業は

存在していない。 

 

9.2.3. 事業化におけるリスク 

上述の 「教育訓練事業」とセットとなって初めて収益化がされるため、「教育訓練事業」におい

て一定人数の卒業生が輩出されなかったり、想定以下のレベルとなった場合、人材紹介自体が

成り立たなくなる点が一番のリスクである。 

 

9.2.4. 想定スケジュール 

 「教育訓練事業」において卒業生が輩出された後となるため、時間軸としては少々先をイメー

ジしている。現時点での開始想定は、2018 年中である。 

 

以上 



【添付資料1-1-a】



【添付資料1-1-b】TVET(ADB Grant)と日本の整備士資格カリキュラム比較

LEVEL 2 DEF
AUTO_0201 職場での会議に参加する。 基礎 1 自動車の概要
AUTO_0202 複雑な数学的な概念や技法を使用 基礎 2 自動車の構造
AUTO_0203 経験および専門的な練習 基礎 3 自動車の材料
AUTO_0204 優先順位を設定し、作業を整理 基礎 4 自動車の機械要素
AUTO_0205 労働安全衛生（OHS）手続の意識を実証 基礎 5 燃料及び潤滑剤
AUTO_0206 持続可能な開発に参加する関連の活動 基礎 6 基礎的な原理・法則
AUTO_1201 ディーゼル エンジンの調整・整備 整備 7 自動車の諸元
AUTO_1202 ガス エンジンの調整・整備 整備 8 自動車整備のＳＩ化
AUTO_1203 サービスと修理のエンジンおよびエンジン システム (ディーゼルおよびガス) 整備
AUTO_1204 サービス、 クラッチ システム 整備
AUTO_1205 サービス、 ディファレンシャルとフロント/リア アクスル 整備 1 整備の基礎知識
AUTO_1206 サービス マニュアルとパワーステア リング システム 整備 2 基礎整備作業
AUTO_1207 サービス、 ブレーキ システム 整備 3 基本作業(工具取扱い)
AUTO_1208 マニュアル トランス ミッションのオーバー ホール 整備 4 測定作業
AUTO_1209 サスペンションシステムメンテナンス 整備 5 エンジン点検作業
AUTO_2201 電気システムの故障診断 電装 6 シャシ点検作業
AUTO_2202 システムの始動サービス 電装 7 充電作業
AUTO_2203 充電システムサービス 電装 8 清掃・洗浄作業
AUTO_2204 点火システムサービス 電装 9 給油作業
AUTO_2205 照明システムサービス 電装 10 昇降作業
AUTO_2206 アクセサリー・電気システムサービス 電装 11 エア・コンプレッサ
AUTO_2207 機器・警告システムサービス 電装 12 その他の整備工具(専用工具・検査用装置・修正器具)
AUTO_3201 オートエアコンシステムのトラブルシューティング エアコン

AUTO_3202 空調システムのサービス／修理コストの見積 エアコン ★ 法令教材
AUTO_3203 エアコンシステムの保守・点検 エアコン 1 自動車整備士技能検定制度のあらまし
AUTO_3204 自動車用エアコンの電気点検 エアコン 2 自動車に対する法規制の概要
AUTO_3205 冷媒の回復と補充 エアコン 3 道路運送車両法(抜粋)
AUTO_7201 エンジンと部品の技術マニュアルの仕様解釈 エンジン 4 道路運送車両法施行規則の別表
AUTO_7202 エンジンと補器類の分解 エンジン 5 自動車点検基準(抜粋)
AUTO_7203 エンジン部品の故障判断と次作業の決定 エンジン 6 道路運送車両の保安基準(抜粋)
AUTO_7204 エンジンのオーバーホール エンジン 7 自動車ＮＯｘ・ＰＭ法
AUTO_7205 加工操作の実施 エンジン 8 保安基準の主要基準値の一覧表
AUTO_7206 エンジン構成部品とサブアッセンブリを組み立てる エンジン

AUTO_7207 精密測定機器の保守 エンジン 3級自動車ガソリン・エンジン
1 総論
2 エンジン本体

LEVEL 3 3 潤滑装置
AUTO_0301 職場でのコミュニケーションをリードする。 基礎 4 冷却装置
AUTO_0302 仕事に関連する活動の問題を解決する。 基礎 5 燃料装置
AUTO_0303 チーム環境で作業する。 基礎 6 吸排気装置
AUTO_0304 グループ タスクを計画する 基礎 7 電気装置
AUTO_0305 実践労働安全衛生手順 基礎 8 電子制御装置
AUTO_0306 持続可能な開発をするために使用する関連技術 基礎 9 燃料及び潤滑剤
AUTO_1301 エンジン部品と補器類の再調整 整備 10 エンジンの点検・整備
AUTO_1302 キャブレターのオーバーホール 整備

AUTO_1303 ディーゼル燃料噴射ポンプとインジェクターの同期、調整 整備 ▲ 3級自動車ジーゼル・エンジン
AUTO_1304 ターボチャージャーの修理 整備 ▲ 1 総論
AUTO_1305 ダイナモメーターを使用してのエンジン性能テスト 整備 ★ 2 エンジン本体
AUTO_1306 パワーステアリングのオーバーホール 整備 3 潤滑装置
AUTO_1307 オートマチックトランスミッションのオーバーホール 整備 4 冷却装置
AUTO_1308 ホイール・アライメントの実施 整備 5 燃料装置(機械式インジェクション、コモンレール)
AUTO_2301 EFI 電気システムの保守 電装 6 吸排気装置
AUTO_2302 補助電気システム／コンポーネントの保守 電装 7 電気装置
AUTO_2303 電気/電子部品/アセンブリの保守／点検 電装 8 燃料及び潤滑剤
AUTO_2304 ABSシステムの保守、修理 電装 9 エンジンの点検・整備
AUTO_2305 LPG/CNG 制御装置の取り付け 電装 ★

AUTO_3301 エアコンの取り付け エアコン ★ 3級自動車シャシ
AUTO_3302 エアコン部品の修復／再調整 エアコン 1 総論
AUTO_3303 旧型エアコンとアクセサリの取り付け エアコン 2 動力伝達装置
AUTO_3304 コンプレッサのオーバーホール／修理 エアコン ★ 3 アクスル及びサスペンション
AUTO_7301 精密測定、検査装置の使用 エンジン ★ 4 ステアリング装置
AUTO_7302 旋盤、フライス盤、研削盤の加工 エンジン ★ 5 ホイール及びタイヤ
AUTO_7303 シリンダOH、ホーニング加工 エンジン ★ 6 ホイール・アライメント
AUTO_7304 研削、研磨加工の実施 エンジン ★ 7 ブレーキ装置
AUTO_7305 エンジン補修加工(溶接・焼入れ・研磨など) エンジン ★ 8 フレーム及びボデー

9 電気装置
10 潤滑及び潤滑剤

LEVEL 4 11 シャシの点検・整備
AUTO_0401 事前に双方向のコミュニケーション戦略を活用 基礎

AUTO_0402 1つの職場で問題解決のテクニックを適用 基礎 3級二輪自動車
AUTO_0403 チームや個人の開発 基礎 1 総論
AUTO_0404 管理作業の実施 基礎 2 エンジン
AUTO_0405 労働安全のモニター、性別、、社会的公平の計画 基礎 3 シャシ
AUTO_0406 環境および個々の保護の促進 基礎 4 電気装置
AUTO_1401 サービスエンジン管理システム 整備 ▲ 5 燃料及び潤滑剤
AUTO_1402 アドバンス診断手順を実行 整備 6 点検・整備
AUTO_1403 油圧システムを修復 整備
AUTO_1404 サービス空気圧システム/コンポーネント 整備 2級自動車整備士(ガソリン・ジーゼル・エンジン)
AUTO_1405 サービスLPG/ CNG燃料システム 整備 1 総論
AUTO_1406 行動コーチングと技術指導 整備 2 エンジン本体
AUTO_1407 仕事の技術的品質を検査 整備 3 潤滑装置
AUTO_1408 修理見積を準備 整備 ▲ 4 冷却装置
AUTO_1409 お客様との関係を確立します 整備 ▲ 5 燃料装置
AUTO_1410 車の運転 整備 ★ 6 吸排気装置
AUTO_2401 高度な診断手順を実施 電装 7 電気装置

エンジン

基礎

基礎整備

基礎自動車整備作業

基礎自動車工学

法令

エンジン

シャシ

二輪

エンジン



【添付資料1-1-b】TVET(ADB Grant)と日本の整備士資格カリキュラム比較

AUTO_2402 電気的診断と分析、スキャニングシステムの利用 電装 8 電子制御装置
AUTO_2403 電気自動車、ハイブリッド車のスキャニングと分析 電装 9 燃料及び潤滑剤
AUTO_2404 作業指導と技術指導 電装 ▲ 10 エンジンの点検・整備
AUTO_2405 仕事の技術的な品質検査委 電装 11 故障原因探究
AUTO_2406 修理見積の作成 電装 12 総論
AUTO_2407 顧客マネジメント 電装 13 動力伝達装置
AUTO_2408 車の運転 電装 ★ 14 アクスル及びサスペンション
AUTO_3401 高度な診断手順を実施 エアコン 15 ステアリング装置
AUTO_3402 作業の始動や情報提供 エアコン 16 ホイール及びタイヤ
AUTO_3403 仕事の技術的な品質検査 エアコン 17 ホイール・アライメント
AUTO_3404 複雑な仕事の見積 エアコン ▲ 18 ブレーキ装置
AUTO_3405 修理見積もりの作成 エアコン ▲ 19 フレーム及びボデー
AUTO_3406 顧客との関係を確立 エアコン ▲ 20 電気装置
AUTO_3407 車の運転 エアコン ★ 21 潤滑及び潤滑剤

22 保安基準適合性確保の点検
23 故障原因探究

※ADBとの違い

LVEL1～４までの基礎部分のマネジメント、安全衛生に関しては、各級での 2級二輪自動車
習得範囲としています。 1 総論
日本の整備講習には管理者教育等は含んでいません。 2 エンジン
大手企業の研修に含まれる範囲として特には取り入れてはおりません。 3 シャシ

4 電気装置
車の運転は、教習所で取得するものであり、整備講座には入りません。 5 燃料及び潤滑剤

6 保安基準適合性確保の点検
機械加工は外注作業として機械加工屋さんへ出すのが通例となっており 7 故障原因探究
チューニングショップでもない限り、整備工場内での作業としては行って

おらず、整備講座にも作業の紹介はあれども、実習としては取り入れており 1級自動車整備士
ません。 1 ハイブリッド車
オーバーホールと呼ばれる部分に関しては、リビルト（再生）部品の供給も 2 圧縮天然ガス(CNG)自動車
あることから、部品（Assy)交換が主となり、メカニック自ら分解・修理と言った 3 筒内噴射式ガソリン・エンジン
部分からは離れつつあるのが現行の日本の整備教習かと思われます。 4 コモン・レール式高圧燃料噴射システム

5 電気回路
エアコンやLPGなどの取り付けは、専門業者が行うこととなり、後者のLGP 6 高度整備技術
等は高圧タンクなどの取り扱いなど専門性のある資格を伴う為、一般では 7 高度故障診断技術
取り扱うことができません。 8 無段変速機(CVT)
エアコンなどは、電装サービス等の専門工場等で取り付けることが多く、 9 車両安定制御装置（ABS,トラクションコントロール,VSCS)

整備士養成講座では取り扱っておりません。 10 SRSエア・バッグ及びプリ・テンショナ・シート・ベルト
11 電子制御式オートマチック・トランスミッション(AT)

日本の整備士養成講座では、基本的に構造・理論を中心に養成を行い 12 電動パワー・ステアリング
道路運送法、車両法に則った車検業務に従事することを念頭に置いた 13 アンチロック・ブレーキ・システム
教育がされております。 14 オート・エア・コンディショナ
構造・理論から故障探求を行い、部品交換を実施し短時間で修理するため 15 振動・騒音
の手法を学ぶことを主体とした指導・教育を実施しております。 16 高度故障診断技術

17 自動車整備に関する総合診断
18 応酬話法
19 環境保全
20 産業廃棄物処理の影響と対応
21 ＰＲＴＲ法(特定化学物質の環境への排出量)
22 整備事業等の固定施設における環境保全
23 安全管理

二輪

エンジン

シャシ

総合

エンジン

シャシ



【添付資料1-2】当社の技術能力強化プログラム（全体） カリキュラム全体

60 minutes
per session

Chapter Subject Content Sessions

安全管理の意義
災害のあらまし
災害防止(5S)
防火防災
救急措置
環境保全
自動車の概要
自動車の構造
自動車の材料
自動車の機械要素
燃料及び潤滑剤
基礎的な原理・法則
ＳＩ単位
折り紙(手順作業)
ＣＳ
ＱＣ
総論
エンジン本体
潤滑装置
冷却装置
燃料装置
吸排気装置
電気装置
電子制御装置
燃料及び潤滑剤
エンジンの点検・整備
故障原因探究
総論
動力伝達装置
アクスル及びサスペンション
ステアリング装置
ホイール及びタイヤ
ホイール・アライメント
ブレーキ装置
フレーム及びボデー
電気装置
潤滑及び潤滑剤
保安基準適合性確保の点検
故障原因探究
ハイブリッド車 14
圧縮天然ガス(CNG)自動車 6
筒内噴射式ガソリン・エンジン 6
コモン・レール式高圧燃料噴射システム 6
電気回路 10
高度整備技術 20
高度故障診断技術 20
無段変速機(CVT) 6
車両安定制御装置（ABS,トラクションコントロール,VSCS) 6
SRSエア・バッグ及びプリ・テンショナ・シート・ベルト 6
電子制御式オートマチック・トランスミッション(AT) 6
電動パワー・ステアリング 6
アンチロック・ブレーキ・システム 6
オート・エア・コンディショナ 6

230合計時間数

2.　整備技術

4.　エンジン 24

5.　シャシ 30

3.　ニューテクノロジー 6.　自動車新技術

Automobile Mechanic Course Curriculum - Full Set

1.　基本作業

1. 安全管理 12

2.　基礎工学 28

3.　規定作業 12
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【添付資料2-2】研修カリキュラムと日程 

【研修カリキュラム】

日程 研修内容 日程 研修内容
1日目 安全管理の意義 11日目 フレーム及びボデー

災害のあらまし 電気装置
災害防止(5S) 潤滑及び潤滑剤

2日目 防火防災 12日目 ハイブリッド車
救急措置 13日目 基礎点検実習（CarFresh)
環境保全 14日目 圧縮天然ガス(CNG)自動車

3日目 自動車の概要・構造・材料 筒内噴射式ガソリン・エンジン
自動車の機械要素 15日目 エアコン点検実習(PIT&GO)

4日目 燃料及び潤滑剤 オート・エア・コンディショナ
基礎的な原理・法則 16日目 コモン・レール式高圧燃料噴射システム
ＳＩ単位 17日目 電気回路

5日目 折り紙(手順作業) 高度整備技術
ＣＳ・QC 高度故障診断技術

6日目 エンジン本体 18日目 無段変速機(CVT)
潤滑装置 車両安定制御装置（LSD)
冷却装置 SRSエア・バッグ及びプリ・テンショナ・シート・ベルト

7日目 燃料装置 電子制御式オートマチック・トランスミッション(AT)
吸排気装置 19日目 電動パワー・ステアリング
電気装置 アンチロック・ブレーキ・システム（ABS)
電子制御装置 20日目 確認テスト

8日目 燃料及び潤滑剤
エンジンの点検・整備
故障原因探究

9日目 動力伝達装置
アクスル及びサスペンション
ステアリング装置

10日目 ホイール及びタイヤ
ホイール・アライメント
ブレーキ装置

【開講日程】 【開講時間】
8/3(月)～8/14(金)　　講習(前半) 9:00～12:00
8/31(月)～9/11(金)　 講習(後半) 13:30～16:30

【開講場所】 【必要具】
ITI (Industrial Technical Institute) 筆記用具
Russian Frederation Blvd, Sangket Toek Thia, 電卓
khan Sen Sok, Phnom Penh

技術人材育成を通じた高水準な自動車整備技術普及促進事業

前半日程 (8/3～8/14） 後半日程 (8/31～9/11)



How to make

a paper crane
Correctly, let's fold carefully.

Side of repeating will not finish clean
unless superimposed neatly as not to
protrude.

In accordance with the correct
procedure, let's aim to better complete.

Quality is one of your mental attitude.

Let's fold the beautiful crane 1.

How to make a paper crane

2.

Fold diagonally, bringing corner

3.

Fold the triangle in half bringing corner

4.

Take the top layer of the triangle, and,

inserting your thumb inside

5.

Squish down into a square,using creases

6.

Turn over.repeat

7.

Fold and unfold to middle line to

make creases

EB100129
タイプライターテキスト
【添付資料2-3】



8.

Fold and unfold top triangle along

line to make cease

9.

Open flap using creases

10.

Fold sides in to middle line

11.

Fold sides in to middle line

12.

Turn over.repeat

13.

Fold sides to middle line

14.

Turn over.repeat

15.

Taking hold of the left spike, change the central

crease from a valley to a mountain fold

16.

Fold inside out



17.

Turn over.repeat
18.

Make the face by folding toward the inside

19.

Fold down wings



  

Answer 

a b c d e f g h 

Answer 

a b c d e f 

【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料2-4-a】中間試験問題 【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題【添付資料④-1】中間試験問題
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【添付資料2-5】基本点検項目

当社グループ施設「Car Fresh」での基本点検実習

■ 実施内容

・日本では、ガソリンスタンドなどの無料点検として取り組まれている内容だが、現地では点検と
いう概念がないため、安全走行にあたりどこに注意する必要があるのか、実車を使いながら実習
を行った。

・訓練後半には、エンジンオイル交換、外周点検(ランプ類）などの実習を、2名1組で操作とチェッ
クを分担し、声を掛け合いながら行った。

・点検結果を持って、顧客への説明や交換を促したりするサービス営業の考え方についても併せ
て説明を行った。







はしがき

この「CMACとJ刈 Cの自動車工学に関する日本語・英語・クメーノレ三ヶ国語辞

~l~J は、不肖山本が、四年間にわたるカンボ‘テーィア地雷除去活動センター（Cl¥lfAC) 
てeの整備及び輸送に｜到する技術専門家としての業務において、日々iPIJfilした数々の

自動車工学関連用語を収録して砕典としたものである。

この「車両工学に関する円・英・クメーノレ語辞典Jを作成することを思い立った

のは、平成 14 年 7 月~~ JICAの昨門家派遣の事前教育を市谷研修所で・受けたとき

でした。 JICAの研修所の図書館に、朝雲出版社から出た「軍事用語静典Jとい有

名前の辞書が、書棚に飾つでありました。ちょっとした大きな図書館には、装備L
てあるものの、 Jrc町の閣守館で克つけて感激をしました。法学非才のわが身を省、

みず、三十年前に、陸上自衛隊に勤務していた仲間と共に作成したこの辞典が JICA
でも活用されているのを知り嬉しく思いました。

同時に、この時、カンボディアの CMACに行ったら、カンボディアの有志の人々

と共に、自分の任務である整備と輸送に関する日本語、英語及びクメーノレ語の枠番

を作ろうと決心を致しましたc この辞書は、 CMACの車両整備員の教育のために、一

手軽で便利なガイドブンクとして使用するべく作成じました。辞書の末尾に部品図
も付け加えてあります。

思い起こせば、円相？と英語の単語を収録した段階で、不肖山本のドライバー兼

失荷 ・クメーノレ語の通訳であるへンソフィアップ君（元：高等学校央部教師）に

「これをクメーノレ話に訳せjj度したところ、一週間し’て返事が返ってきましたープ

品 ノンベン大学の教授陣が総力を挙げて作成した厚さ 2インチもある英和クメLノレ

語大辞典に、 M:.Y・品仏MOTOの詩書の単語がほとんど載っていなし、Jとー

私は、言いました。 OXFORDの英語 ・クメーノレ語大辞典に故っていないからこ

そ、この辞書の価値があるのであって、OXFORDの辞書に載っているのであれは、
それを見れば良いと。

f書作りは、「労多くして報われることの少ない仕事jです。不肖山本は、 「解体新

書j を書いた「杉岡玄白Jになったつもりで、この作業に取組みましたー

本辞書の作成期間の各段階において、 3名のカウンター・パートのプLロ支援人

事部長、サラ整備輸送幹部、ピエロン整備輸送幹部、並びにスー中央整備工場長及

ひ’ブンティン整備主任の協力を得ました。この問、ラタナ CMAC副長官及びレン

チユリアン支援人事部長の側面からの支援を頂きました。吏に、編集に当たっては、

ケムjファン CMAC長官の強いご要望により、日本語の部品名称等の発警は ロ

ーマ字ではなくクメール語で表してあります。従って、英語の出来ないクメーノレの

整備員の方々にも、日本語で発音する・ごとがでさ石使れちのであーります。また；屯子山
辞書版もあります。

これら CMACの多くの同志の方々にこの紙面を借りて、 j草宗お礼の言挺をi<l.z:べ
させて頂きます。

最後にこの辞書がカンボィアの車両整備員の技能レベノレア‘ツプにいささかでも
寄与できものと確信をしております。

独立行政法人 国際協力機構（JICA) 
整備及び輸送技術長期専門家

派遣先 ； カンボディア地雷除去活動センター（ C込仏C)
山本賢

へン ソフィアップ（運転手兼クメーノレ通訳）

EB100129
タイプライターテキスト
【添付資料2-8】Dictionary English, Japanese and Khmer
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【添付資料2-9】カリキュラム体系の比較（現地vs日本）

■ TVET(ADB Grant)整備カリキュラム ■ 日本の整備資格カリキュラム

LEVEL 2
AUTO_0201 職場での会議に参加する。 基礎 1 自動車の概要
AUTO_0202 複雑な数学的な概念や技法を使用 基礎 2 自動車の構造
AUTO_0203 経験および専門的な練習 基礎 3 自動車の材料
AUTO_0204 優先順位を設定し、作業を整理 基礎 4 自動車の機械要素
AUTO_0205 労働安全衛生（OHS）手続の意識を実証 基礎 5 燃料及び潤滑剤
AUTO_0206 持続可能な開発に参加する関連の活動 基礎 6 基礎的な原理・法則
AUTO_1201 ディーゼル エンジンの調整・整備 整備 7 自動車の諸元
AUTO_1202 ガス エンジンの調整・整備 整備 8 自動車整備のＳＩ化
AUTO_1203 サービスと修理のエンジンおよびエンジン システム (ディーゼルおよびガス) 整備
AUTO_1204 サービス、 クラッチ システム 整備 基礎自動車整備作業
AUTO_1205 サービス、 ディファレンシャルとフロント/リア アクスル 整備 1 整備の基礎知識
AUTO_1206 サービス マニュアルとパワーステア リング システム 整備 2 基礎整備作業
AUTO_1207 サービス、 ブレーキ システム 整備 3 基本作業(工具取扱い)
AUTO_1208 マニュアル トランス ミッションのオーバー ホール 整備 4 測定作業
AUTO_1209 サスペンションシステムメンテナンス 整備 5 エンジン点検作業
AUTO_2201 電気システムの故障診断 電装 6 シャシ点検作業
AUTO_2202 システムの始動サービス 電装 7 充電作業
AUTO_2203 充電システムサービス 電装 8 清掃・洗浄作業
AUTO_2204 点火システムサービス 電装 9 給油作業
AUTO_2205 照明システムサービス 電装 10 昇降作業
AUTO_2206 アクセサリー・電気システムサービス 電装 11 エア・コンプレッサ
AUTO_2207 機器・警告システムサービス 電装 12 その他の整備工具(専用工具・検査用装置・修正器具)
AUTO_3201 オートエアコンシステムのトラブルシューティング エアコン

AUTO_3202 空調システムのサービス／修理コストの見積 エアコン ★ 法令教材
AUTO_3203 エアコンシステムの保守・点検 エアコン 1 自動車整備士技能検定制度のあらまし ★
AUTO_3204 自動車用エアコンの電気点検 エアコン 2 自動車に対する法規制の概要 ★
AUTO_3205 冷媒の回復と補充 エアコン 3 道路運送車両法(抜粋) ★
AUTO_7201 エンジンと部品の技術マニュアルの仕様解釈 エンジン 4 道路運送車両法施行規則の別表 ★
AUTO_7202 エンジンと補器類の分解 エンジン 5 自動車点検基準(抜粋) ★
AUTO_7203 エンジン部品の故障判断と次作業の決定 エンジン 6 道路運送車両の保安基準(抜粋) ★
AUTO_7204 エンジンのオーバーホール エンジン 7 自動車ＮＯｘ・ＰＭ法 ★
AUTO_7205 加工操作の実施 エンジン 8 保安基準の主要基準値の一覧表 ★
AUTO_7206 エンジン構成部品とサブアッセンブリを組み立てる エンジン

AUTO_7207 精密測定機器の保守 エンジン 3級自動車ガソリン・エンジン
1 総論
2 エンジン本体

LEVEL 3 3 潤滑装置
AUTO_0301 職場でのコミュニケーションをリードする。 基礎 4 冷却装置
AUTO_0302 仕事に関連する活動の問題を解決する。 基礎 5 燃料装置
AUTO_0303 チーム環境で作業する。 基礎 6 吸排気装置
AUTO_0304 グループ タスクを計画する 基礎 7 電気装置
AUTO_0305 実践労働安全衛生手順 基礎 8 電子制御装置
AUTO_0306 持続可能な開発をするために使用する関連技術 基礎 9 燃料及び潤滑剤
AUTO_1301 エンジン部品と補器類の再調整 整備 10 エンジンの点検・整備
AUTO_1302 キャブレターのオーバーホール 整備

AUTO_1303 ディーゼル燃料噴射ポンプとインジェクターの同期、調整 整備 ▲ 3級自動車ジーゼル・エンジン
AUTO_1304 ターボチャージャーの修理 整備 ▲ 1 総論
AUTO_1305 ダイナモメーターを使用してのエンジン性能テスト 整備 ★ 2 エンジン本体
AUTO_1306 パワーステアリングのオーバーホール 整備 3 潤滑装置
AUTO_1307 オートマチックトランスミッションのオーバーホール 整備 4 冷却装置
AUTO_1308 ホイール・アライメントの実施 整備 5 燃料装置(機械式インジェクション、コモンレール)
AUTO_2301 EFI 電気システムの保守 電装 6 吸排気装置
AUTO_2302 補助電気システム／コンポーネントの保守 電装 7 電気装置
AUTO_2303 電気/電子部品/アセンブリの保守／点検 電装 8 燃料及び潤滑剤
AUTO_2304 ABSシステムの保守、修理 電装 9 エンジンの点検・整備
AUTO_2305 LPG/CNG 制御装置の取り付け 電装 ★

AUTO_3301 エアコンの取り付け エアコン ★ 3級自動車シャシ
AUTO_3302 エアコン部品の修復／再調整 エアコン 1 総論
AUTO_3303 旧型エアコンとアクセサリの取り付け エアコン 2 動力伝達装置(クラッチ・トランスミッション)
AUTO_3304 コンプレッサのオーバーホール／修理 エアコン ★ 3 アクスル及びサスペンション
AUTO_7301 精密測定、検査装置の使用 エンジン ★ 4 ステアリング装置
AUTO_7302 旋盤、フライス盤、研削盤の加工 エンジン ★ 5 ホイール及びタイヤ
AUTO_7303 シリンダOH、ホーニング加工 エンジン ★ 6 ホイール・アライメント
AUTO_7304 研削、研磨加工の実施 エンジン ★ 7 ブレーキ装置
AUTO_7305 エンジン補修加工(溶接・焼入れ・研磨など) エンジン ★ 8 フレーム及びボデー

9 電気装置
10 潤滑及び潤滑剤

LEVEL 4 11 シャシの点検・整備
AUTO_0401 事前に双方向のコミュニケーション戦略を活用 基礎

AUTO_0402 1つの職場で問題解決のテクニックを適用 基礎 3級二輪自動車
AUTO_0403 チームや個人の開発 基礎 1 総論
AUTO_0404 管理作業の実施 基礎 2 エンジン
AUTO_0405 労働安全のモニター、性別、、社会的公平の計画 基礎 3 シャシ
AUTO_0406 環境および個々の保護の促進 基礎 4 電気装置
AUTO_1401 サービスエンジン管理システム 整備 ▲ 5 燃料及び潤滑剤
AUTO_1402 アドバンス診断手順を実行 整備 6 点検・整備
AUTO_1403 油圧システムを修復 整備
AUTO_1404 サービス空気圧システム/コンポーネント 整備 2級自動車整備士(ガソリン・ジーゼル・エンジン)
AUTO_1405 サービスLPG/ CNG燃料システム 整備 1 総論
AUTO_1406 行動コーチングと技術指導 整備 2 エンジン本体
AUTO_1407 仕事の技術的品質を検査 整備 3 潤滑装置
AUTO_1408 修理見積を準備 整備 ▲ 4 冷却装置
AUTO_1409 お客様との関係を確立します 整備 ▲ 5 燃料装置
AUTO_1410 車の運転 整備 ★ 6 吸排気装置
AUTO_2401 高度な診断手順を実施 電装 7 電気装置
AUTO_2402 電気的診断と分析、スキャニングシステムの利用 電装 8 電子制御装置
AUTO_2403 電気自動車、ハイブリッド車のスキャニングと分析 電装 9 燃料及び潤滑剤
AUTO_2404 作業指導と技術指導 電装 ▲ 10 エンジンの点検・整備
AUTO_2405 仕事の技術的な品質検査委 電装 11 故障原因探究
AUTO_2406 修理見積の作成 電装 12 総論
AUTO_2407 顧客マネジメント 電装 13 動力伝達装置(トランスミッション)
AUTO_2408 車の運転 電装 ★ 14 アクスル及びサスペンション
AUTO_3401 高度な診断手順を実施 エアコン 15 ステアリング装置
AUTO_3402 作業の始動や情報提供 エアコン 16 ホイール及びタイヤ
AUTO_3403 仕事の技術的な品質検査 エアコン 17 ホイール・アライメント
AUTO_3404 複雑な仕事の見積 エアコン ▲ 18 ブレーキ装置
AUTO_3405 修理見積もりの作成 エアコン ▲ 19 フレーム及びボデー
AUTO_3406 顧客との関係を確立 エアコン ▲ 20 電気装置
AUTO_3407 車の運転 エアコン ★ 21 潤滑及び潤滑剤

22 保安基準適合性確保の点検 ★
23 故障原因探究

エンジン

シャシ

二輪

エンジン

シャシ

法令

★：互いに含まない範囲 ★：互いに含まない範囲

エンジン

基礎自動車工学

基礎

基礎整備



【添付資料2-9】カリキュラム体系の比較（現地vs日本）

▼ TVET（ADB Grant）整備カリキュラムと日本のカリキュラムの違い 2級二輪自動車
1 総論

・マネジメントの基礎、安全衛生に関しては、LVEL1～４各レベルでの習得範囲。 2 エンジン
・日本の整備講習には管理者教育等は含んでいない。 3 シャシ
 （大手企業の研修には含まれるケースがある） 4 電気装置

5 燃料及び潤滑剤
・車の運転は教習所で取得するものであり、整備講座には入らない。 6 保安基準適合性確保の点検 ★

7 故障原因探究
・日本では、機械加工は外注作業として専門業者へ出すのが通例であり、

 チューニングショップでもない限り、整備工場内での作業としては行っていない。 1級自動車整備士
・整備講座に作業の紹介はあるが、実習としては取り入れていない。 1 ハイブリッド車

2 圧縮天然ガス(CNG)自動車
・オーバーホールと呼ばれる部分に関しては、リビルト（再生）部品の供給も 3 筒内噴射式ガソリン・エンジン
 あることから、部品（Assy)交換が主となり、メカニック自ら分解・修理といった 4 コモン・レール式高圧燃料噴射システム
 部分からは離れつつあるのが現行の日本の整備教習と思われる。 5 電気回路

6 高度整備技術
・日本では、エアコンやLPGなどの取り付けは専門業者が行っており、後者の 7 高度故障診断技術
 LGP等は高圧タンクなどの取り扱いなど専門性のある資格を伴う為、一般では 8 無段変速機(CVT)
 取り扱うことができない。 9 車両安定制御装置（ABS,トラクションコントロール,VSCS)

・エアコンなどは、電装サービス等の専門工場等で取り付けることが多く、 10 SRSエア・バッグ及びプリ・テンショナ・シート・ベルト
 日本の整備士養成講座では取り扱っていない。 11 電子制御式オートマチック・トランスミッション(AT)

12 電動パワー・ステアリング
・日本の整備士養成講座では、基本的に構造・理論を中心に養成を行い、 13 アンチロック・ブレーキ・システム
 道路運送法、車両法に則った車検業務に従事することを念頭に置いた教育が 14 オート・エア・コンディショナ
 されている。 15 振動・騒音
・日本の場合、構造・理論から故障探求を行い、部品交換を実施し短時間で 16 高度故障診断技術
 修理するための手法を学ぶことを主体とした指導・教育を実施している。 17 自動車整備に関する総合診断

18 応酬話法
19 環境保全 ★
20 産業廃棄物処理の影響と対応 ★
21 ＰＲＴＲ法(特定化学物質の環境への排出量) ★
22 整備事業等の固定施設における環境保全 ★
23 安全管理

総合

二輪

エンジン

シャシ



【添付資料3-1】LIST OF PUBLIC TVET INSTITUTIONS

KINGDOM OF CAMBODIA

MINISTRY OF LABOUR AND VOCATIONAL TRAINING Nation Religion King

Directorate General of Technical Vocational Education and Training

Department of Institution Management
Year 2016

No Local Name of TVET Institutions Person Charge Position Department of
Automotive Supplement

1 Banteay Meanchey Banteach Meanchey Provincial Training Center Ms Socheat Director ○
2 Battambang Regional Polytechnic Institute Techo Sen Battambang Mrs Doung Vandeth Director ○
3 Battambang Battambang Prey Koun Khla Provincial Training Center Mr Nov Nhin Director ○
4 Battambang Battambang Institute of Technology Mr Ouk Davandy Director ○
5 Kampong Cham Kampong Cham Provincial Training Center Mr Chea Phally Director △

ADBサポートあるも、教員がが居ないため開講出
来ない状況

6 Kampong Chhnang Kampong Chhnang Provincial Training Center Mr Ly Chanrith Director △
ADBサポートあるも、定期授業が行えていない状
況（2012にC1コースを1度開講したのみ）

7 Kampong Speu Kampong Speu Provincial Training Center Mr Kem Cheakny Director △

8 Kampong Thom Kampong Thom Provincial Training Center Mr Ek Hieng Director △

9 Kampot Boeng Nimol Vocational Training School Mr Bouy Pros Director ×

10 Kampot Regional Polytechnic Institute Techo Sen Kampot Mr Chrun Kimleng Director ○
11 Kandal KandaI Provincial Training Center Mr Rot Vongsey Director ×

12 Kep Kep Provincial Training Center Mr Nop Saroen Director ×

13 Koh Kong Koh Kong Provincial Training Center Mr Chim Mon Director ×

14 Kratie Kratie Provincial Training Center Mr Soun Dany Director ×

15 Muldul Kiri Muldul Kiri Provincial Training Center Mr Kleuy Samoeun Director -
16 Odor Mean Chey Odor Mean Chey Provincial Training Center Mr Heng Kimsun Director ×

17 Pailin Pailin Provincial Training Center Mr Keun Sokun Director ○
18 Phnom Penh National Polytechnic Institute of Cambodia H.E Mr Bun Phearln Director ○
19 Phnom Penh Preah Kosomak Polytechnic Institute . H.E Mr Hem Chantha Director ×

20 Phnom Penh National Technical Training Institute H.E Mr Yok Sothy Director × 教員養成校

21 Phnom Penh National Institute of Business Mr Ly Sothea Director ×

22 Phnom Penh Industrial Technical Institute Mr MOAN SAM OEURN Director ○
23 Phnom Penh Cambodian Thal Skills Development Center Mr Ros Peth Director ○
24 Phnom Penh JVC Technical College Mr Sim Sorin Director ○
25 Phnom Penh Cambodia-India Entrepreneurship Development Institute Mr Tan Kasal Director ×

26 Preah Sihanouk Preah Sihanouk Provincial Training Center Mrs Neak Narlth Director ○
27 Preah Vihea Preah Vlhea Yalay Vocational Training Center Mr Ork Sophors Director ×

28 Preah Vihea Preah Vlhea Provincial Training Center Mr Taing Huｌ Director ×

29 Prey Veng Prey Veng Provincial Training Center Mr Moeng Vanna Director -
30 Pursat Rolang Vocational Training School Mr Lim Chhaykry Director -
31 Pursat Pursat Provincial Training Center Mr Pum Chantha Director ○
32 Ratanak Kiri Ratanak Kiri Provincial Training Center Mr Sem Pat Director -
33 Siem Reap Chantiers-Ecoles de Formation Professionnelle(C.E.F.P) Mr Mab Sinoun Director ×

34 Siem Reap Regional Polytechnic Institute Techo Sen Siem Reap Mrs Phang Puthy Director ○
35 Siem Reap Centre National de la Sole (CNS) Mrs Seng Kannica Director ×

36 Stung Treng Stung Treng Provincial Training Center Mr Vann Romono Director -
37 Svay Rieng Regional Polytechnic Institute Techo Sen Svay Rieng Mr Sau Ladin Director ○
38 Takeo Regional Polytechnic Institute Techo Sen TAKEO Mr Pann Nora Director ○
39 Tboung Khmum Tboung Khmum Provincial Training Center Mr Yann Sokha Director △

自動車科はまだないが、Plan International
Australia と Japanのサポートで4名の学生を指導
中

自動車整備コースの有無 開講中： ○　15

準備中： △　 5

なし： ×　14

不明： －　 5

LIST OF PUBLIC TVET INSTITUTIONS
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支援機材
Cleaning table Floor hydraulic lift Rotary Engine

Engine (for diesel) Engine stand Tool cart

Engine (for petrol)

Motorbike

Transmission

Welding machine Differential gear

Alternator Camshaft Clutch cover Clutch disc

EB100129
タイプライターテキスト
【添付資料3-2】支援機材　



Engine cylinder head

Piston Starter

Steering gear box Strut Circuit tester Meter (Tachometer)

Throttle valve

Turbocharger Muffler Carburetor Vise

Common rail injectopr Common rail supply pump Ignition coil Power supply

Micro meter Surface plate

Head light unit Torque wrench V-block Oil pot



 

 

ITI(NTTI) Russian Federation Blvd, Sangkat Toek Thia, Khan Sen Sok, Phnom Penh. 

JVC Road 6A, Sangkat Chrouy Changva, Khan Russey Keo, Phnon Penh. 

NPIC Phum Prey Popel, Sangkat Samraung Kraum, Khan Pursenchey,Phnom Penh. 

SDC St.2011 Phum Thlok,Sangkat Kokroka, Khan Prek Phnov, Phnom Penh. 

NPIC 

SDC 

JVC 

JICA 

MLVT 
CJCC ITI  

(NTTI) 

 

Sophalette VTC 

 

RPITSSR(Regional Polytechnic Institute Techo Sen Svay Rieng)  

 

 

 

 

RPITSSR 



 

RPITSK(Regional Polytechnic Institute Techo Sen Kampot)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RPITSK 

RPITSK Garage 

 

RPITST(Regional Polytechnic Institute Techo Sen Takeo)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RPITST 



 

BIT(Battambang Insutitute Technology) (1) 

RPITSB(Regional Polytechnic Institute Techo Sen Battambang (2) 

UBB(University of Battambang)   

Don Bosco Technical School BATTAMBANG 
UBB 

Don Bosco 

BIT 

BIT Garage 

RPITSB 



4-2  

 

2015/12/01 

RPITSSR (Regional Polytechnic Institute Techo Sen Svay Rieng)  

 

 

  

ADB (3 ) (2 ) 

3 ( ) 50  

 

IT  

 

 

 

 

 

  

 

2  

ADB  

 

ADB  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



2015/12/03 

RPITSK (Regional Polytechnic Institute Techo Sen Kampot)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JICA

JICA

 

ADB  

 

 

 

 

 

  

 

S

 

15  

2  

TOP TOOL 5set  

 

IT DELL  

10  

  

RPITSK 



2015/12/03 

RPITST (Regional Polytechnic Institute Techo Sen Takeo)  

 

 

12  

JICA BOP PJ  

Takeo  

 

) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

SUN SINA  

ADB  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



2015/12/08 

BIT (Battambang Insutitute Technology) 

(1)

 

 

ADB  

 

JICA S  

 

 

( 7  

) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

WIFI  

 

 

 

 

 

S

 

 

  



2015/12/09 

RPITSB (Regional Polytechnic Institute Techo Sen Battambang  

(2) 

 

 

(ADB)  

ADB  

 ( ( )  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

TOP TOOL  

 

2015/12/09 

Don Bosco Technical School BATTAMBANG 

  

 

TVET 1 10ha  

 

 

 

 

 

( )  

 

 

 



 

 

 

 

 

 

  

2015/12/09 

UBB (University of Battambang)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Pao Srean Faculty of Agriculture and Food Processing  

Mr. Bunna Touch Farm manager of Agricultural Research Training  

 

TVET JICA BOP PJ  

 

Kubota 1  

 

 

3 (2015/9) JICA
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ជំពូកទី១    

 

   េមេរ,នទ១ី  េសចក0ីែណ3អំពំ5៉ីសុនី 

                        Introduction engins 
 

 !ភិចក&ុងរបូ ១.១ /ែខ2ប34 ត់7ងេ9យទំ3ក់ទំនងរ>ង?ឌ ទឹសCី និង សំEធ
 ទឹសCី ។ ដូេច&ះេហយខួបនីមួយៗេនះ?នេOP ះQ “ ខួប ទឹសCី “ ។ ខួបRំងបី បេភទេនះគឺ : 

របូ១.១!រែបងែចក បេភទ7មែបបទៃន!រេឆះ

ក. ខួប?ឌេសXរ : គឺ/ខួបមួយែដលេZក&ុងដំ[ក់!លេឆះៃនល\យឧសP័ន >
 ប ពឹតCេ`េZក&ុងលកa័ណc ែដល?ឌេZេសXរ។ /ទូេ`?៉សីុនeំង?នខួប បេភទេនះ ។ 
ចំេEះ?៉សីុន ៤ តង់េគ9ចេ9យេOP ះQខួបQ “ ខួបអុតូ “ otto cycle  “ ក៍iន េហយ
ចំេEះ?៉សីុន ២ តង់េគ9ចេ9យេOP ះម៉kងេទlតQ  “ ខួបខmឺក  “ clerk cycle  “ ។

?៉សីុន៤តង់ 

?៉សីុន២តង់ 

【添付資料5-1-a】三級整備士エンジン（Lesson1）
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 ខ. ខួបសំEធេសXរ : ?៉សីុន?នខួបសំEធេសXរ គឺ/ បេភទ?៉សីុនែដល?នខួបមួយ
ក&ុងដំ[ក់!រេឆះ > ប ពឹតCេ`េ !មលកa័ណសំEធេសXរ ។ េnកឌីែស៊ល iនរកេឃញ
?៉សីុន?៉សូ៊តមុនេគែដល?នខួប បេភទេនះ ។ ដូចេច&ះេគេrខួបសំEធេសXរេនះQ “ ខួបឌី
ែស៊ល  “ ក៍iន ។ បុ៉ែនC?៉សីុនឌីែស៊លលបចsុបtន& មិន?នខួបដូចខួប បេភទេនះRំងuសvងេទ 

។ 

គ. ខួបចំរះុ : ?៉សីុន?នខួបចំរះុ គឺ/?៉សីុនែដល?នខួបមួយក&ុងដំ[ក់!លេឆះ 
> ប ពឹតCេ`េZក&ុងលកa័ណចំរះុេEលគឺ ដំបូង>េឆះេZក&ុងលកa័ណ?ឌេសXរ រចួប34 ប់មក
េZក&ុងលកa័ណសំEធេសXរ។ េគេrខួបេនះiនម៉kងេទlតQ  “ ខួបei៉េត៉  “ ។ ?៉សីុន
?៉សូ៊តបចsុបtន&?នខួបរេបlបេនះ។ 

 

3 . !រែបងែចក បេភទ7មែបបបទៃន!រ!ត់េភmងេឆះ 

១. ែបបបទែដល?ន!រ!ត់េភmងេឆះ េwយeរ!រសងxត់ប ងyម។ក&ុងករណី
េនះេ !យពីសងxត់ប ងyមខzល់េ9យេឡងេ|C }m ំង េគក៍iញ់េ បងឥន4នៈប�sូ លក&ុងបន4ប់ប
ន4ុះ កេកត/!រ!ត់េភmងេឆះល\យឧសP័នេឡង ។ េនះ/រេបlបរបបេឆះៃន?៉សីុន?៉សូ៊ត ។ 

េពលេនះេបេ ប�បេធlបេ`និង?៉សីុនeំង ផលេធlបកំុេ បសសzុង( compression radio ) 

?នកំរតិខ�ស់។ 

២. ែបបបទ?ន!រប�x ត់េភmងេwយេ9យ�x េភmង : ក&ុងករណីេនះ េ បងឥន4នៈ
 ត�វnយ/មួយខzល់ ។ ក&ុងដំ[ក់!រសងxត់ប ងyមល\យឧសP័នេនះ េគផCល់េភmង
េwយeរចរនCអគ�ីសនី។ �x េភmងេនះក៍�បេឆះល\យឧសP័ន។ ?៉សីុនeំង?នចំេហះ
រេបlបេនះ។ 

 4. !រែបងែចក បេភទ7ម បេភទេ បងឥន4នៈនិង7មែបបបទផCល់េ បងឥន4នៈ 

 ក&ុង!រែបងែចកេនះ េយង?ន បេភទ?៉សីុនដូច}ងេ !ម : 
 ១. េ បង?៉សូ៊ត : គឺ/?៉សីុនែដលេឆះេwយeរ!រiញ់េ បង?៉សូ៊តប�sូ ល�4 ល់
េ`ក&ុងបន4ប់បន4ុះ    េwយេ បបុ៉ម9ំងស2ិចសzុង ( injector pume )។ 

 ២. េ បងeំង : គឹ/ បេភទ?៉សីុនែដលេឆះេwយeរ!រប�sូ លល\យខzល់ និង
eំង7មរយៈ!បួ៊�៉ទ័រ ( caburator )ឬេ គ�ង បwប់iញ់េ បង ។ 
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  ៣. ឧសP័ន LP ( Liquified petroleum ) : គឺ/ បេភទ?៉សីុនែដលេឆះេwយeរ!រ
ប��ូ នល\យខzល់ និង េ បង LP េwយេ ប បwប់!ឡុក ( mixer )។ 

 5. !រែបងែចក បេភទ7មែបបបទៃន បព័ន�េធ�េ9យ ត/ក់ 

 ១. ែបបបទេធ�េ9យ ត/ក់េwយទឹក : ក&ុងែបបបទេនះ េគប��ូ នទឹកេ9យរត់7ម 

រន�ផmូវទឹកក&ុងតួរ?៉សីុន េ9យ>uស�បកំេ�យក ។ េហយទឹកែដលេឡងេ|C   ត�វេគប��ូ នេ`
ក&ុង�៉ឌី�៉ទ័រ ( radiator ) ។ េZក&ុងេ3ះេគេធ�ទឹកេ|C េ9យ ត/ក់វញិ េwយេ បចរនCខzល់
}ងេ |។ 

 ២. ែបបបទេធ�េ9យ ត/ក់េwយខzល់ : ក&ុងែបបបទេនះ?៉សីុន តyវេគេធ�េ9យ  

 ត/ក់េwយខzល់បក់ប៉ះ�4 ល់ែតមCង ។ ែបបបទេនះេគេ បេZ?៉សីុនមូ៉តូ/េដម។ 

      

  6. !រែបងែចក បេភទ7មយនC!រសូ៊ីi៉ប់ 

 ១. ែបបបទ7ម OHV (Over Head Valve) : ក&ុងែបបបទេនះេគwក់សូ៊i៉ប់ពីេល 
គុយ�ស់  េហយwក់�ប9!មេZបmុកសីុ�ំង រចួេធ�េ9យសូ៊i៉ប់បិទេបកiន7មរយ:
ដងទល់សូ៊i៉ប់( Push rod )  ពមRំងដងែរក ( Rocker arm ) ។ 

 ២. ែបបបទ OHC (Over Head Camsaft ) : ែបបបទេនះ េគwក់សូ៊i៉ប់ និង �ប9
!មពីេលគុយ�ស់ ។ !របិទេបកសូ៊i៉ប់េពលេនះ  7មរយៈ!ម�4 ល់ ។ េពលខmះ  េគ?ន
េ បដងែរកែដរ ។ រឯីចំនួន�ប9!មវញិ េពលខmះេគេ បចំនួនមួយេដម េពលខmះេគេ បចំនួន
ពីរេដម ។ គឺមួយេដមសំ�ប់សូ៊i៉ប់ខzល់ និង មួយេដមេទlតសំ�ប់សូ៊i៉ប់េភmង ។ េពលេ ប
�ប9!មពីរេដមដូចេនះ េគេ9យេOP ះQែបបបទ D O H C (Double Over Head 

Camsaft ) ។ 

 

  7. !រែបងែចក បេភទ7មចំនួន សីុ�ំងនិង 7មវធីិតំេរlបៃនសីុ�ំង 

 ?៉សីុនរថយនCេ ចន?នចំនួនសីុ�ំង ១,២,៣,៤,៥,៦,៨,១០,១២ ។ េហយ បេភទ
?៉សីុន?ន!រខុសែបmក�& េ`7មវធីិតំេរlបសីុ�ំងេទlតផង ។ របូ ១.២ ប�� ញពី  បេភទ
?៉សីុនេផ2ងៗែដលខុស�& 7ម!រតំេរlបសីុ�ំង ។ ម៉kងេទlតេZក&ុងេពលបចsុបtន&េនះ  
ក&ុង?៉សីុន?៉សូ៊តេគេលងេ បវធីិតំេរlបសីុ�ំង7មែបបបទេផCកទល់មុខ�& េហយ។ 
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III. ?៉សីុនeំង (Gasoline engine : �� សូលីនអីនជីន ) 
  ១. អតXន័យ 

 ?៉សីុនeំងគឹ/ បព័ន�េ គ�ង បwប់?៉សីុនមួយែដលេZក&ុងេ3ះេគប�sូ លល\យ
េ បងeំងនិងខzល់ែដល តyវបឺតប�sូ លក&ុងបន4ប់បន4ុះ រចួសងxត់ប ងyម េwយ?ន!រប�x ត់
េភmងេ បអគ�ីសនីេZក&ុងបន4ប់បន4ុះ រចួសងxត់ប ងyម េwយ?ន!រប�x ត់េភmងេ បអគ�ិសនីេZ
ក&ុងបន4ប់បន4ុះេនះ ល\យឧសP័នក៍ តyវេឆះរមួទន4ឹននិងេនះក៍េកត/សំEធដ៏ធំមួយ¢ក់រញុពី
សCុងមួយេ9យ?នចល3 េហយ7មរយៈបី៊ែយលបងxេ9យ?នចល3វលិរបស់វឡឺី បឺ!ំង
ែដលេZចុង�បេនះ េគ9ចiនQមពលេម!និក ។ 

 

របូ១.២ វធីិតំេរlបសីុ�ំង 
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របូ£ព ១.៣ ប�� ញពីទិដ¤£ព}ងេ |របស់?៉សីុនeំងមួយ ែដល តyវផ2ំផ�ុំេឡង
េwយ បព័ន�េផ2ងៗដូច/ : តួរ?៉សីុន,  បព័ន�រអិំល,  បព័ន�េធ�េ9យ ត/ក់,  បព័ន�េ បងឥន4
នៈ, បំពង់ផmូវឧសP័នេចញ ចូល និង  បព័ន�អគ�ីសនី/េដម។ 

  

 ២. សកមP£ព 

១.?៉សីុន៤តង់ ( 4 Cycle engine : ហ�័រeយខលអីនជីន ) 

?៉សីុន៤តង់ ឬ?៉សីុន?នខួប៤តង់ គឺ/?៉សីុនែដលេZេពលពីសCុងiនប�s ប់
ដំ[ក់!រចរRំង៤េហយ  ទន4ឹមនឹងេនះវលឺី បឺ!ំងវលិiនពីរជំុ, ?៉សីុនេនះiនប�s ប់
សកមP£ពមួយខួប ។ 

ម៉kងេទlតែដលេrQ “ ដំ[ក់!លចរ “ Stroke : ¥សC¦ក  “ គឺ/ដំ[ក់!រមួយ
ែដលក\លពីសCុង តyវចរពីចំនុចផុតេ !មេ9យេ`ដល់ចំនុចផុតេល ឬក៍ពីចំនុចផុតេលេ9
យមកដល់ចំនុចផុតេ !ម។ េហយខួប ( Cycle : eយខល ) គឺ/រយៈេពលមួយeរៗែដល
§ំiច់ដល់!រេធ�េ9យ?នចំេហះមCង ។ ក&ុងរយៈេពលមួយខួប>?ន !របឺតប�sូ ល, !រ
សងxត់ប ងyម, ចំេហះ និង !របេ�s ញែផ2ង។  

របូ£ព ១.៣ ប�� ញពីទិដ¤£ព}ងេ |របស់?៉សីុន
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តេ`េនះេយងេលកយកសកមP£ព?៉សីុនបួនតង់មកពនzល់ : 

ក. !របឺតប�sូ ល ( Admission : អិុដមីស2ិន ) : ដូចប�� ញក&ុងរបូ ១.៤ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

េពលសូ៊i៉ប់ខzល់េបក£m ម ពីសCុងក៍េធ�ចល3ចុះេ !ម, េពលេនះក&ុងសីុ�ំង?នសំEធ
អវជិ�?ន “ សំEធបឺតuស�ប “ ល\យេ បងឥន4នៈនិងខzល់ក៍iនបឺតប�sូ លេពញេ`ក&ុងសីុ
�ំង ។េដមtីេ9យ!របឺតប�sូ លiនទិន&ផលល ̈ េគiនៃឆ& បឌិត�៉ង[េ9យសូ៊i៉ប់
ខzល់§ប់េបកេពលក\លពីសCុងេឡងជិតដល់ចំនុចផុតេលបនCិច េហយ§ប់បិទវញិេពល
ក\លពីសCុងេឡងផុតបនCិចពីចំនុចផុតេ !ម ។ ក&ុងរយៈេពលបឺតប�sូ លេនះពីសCុងចរiន 

”មួយដំ[ក់!រចរ”េហយវលឺី បឺ!ំងក៍វលិiនកនmះជំុ ។ 
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  ខ. !រសងxត់ប ងyម ( Compression : ខំ បិស2ិន) ដូចប�� ញក&ុងរបូ ១.៥សូ៊i៉ប់
េភmងសXិតេZក&ុងស£ពបិទជិត េហយសូ៊i៉ប់ខzល់ក៍បិទជិតវញិែដរ,ពីសCុងេធ�ចល3េឡងេល 
>សងxត់ប ងyមល\យឧសP័ន ក&ុងសីុ�ំង ។សំEធក&ុងល\យឧសP័នក៍េឡងខ�ស់ ។ េ បងឥន4
នៈែដលnយក&ុងល\យឧសP័នក៍!m យេ`/ឧសP័នRំងអស់េwយeរ!រេឡងកំេ�}m ំង
េពលសងxត់ប ងyម។  

មកដល់េពលេនះ ពីសCុងiនចរអស់ពីដំ[ក់ៃន!រចរេហយេEលគឺ ចរiនមួយ

 តលប់េហយ ។  វលឺី បឺ!ំងវលិiនមួយជំុេហយ។ 

 

 គ. ចំេហះ ( Combution : ខំបី៊ស2ិន ) ដូចប©� ក់ក&ុងរបូ ១.៦ ល\យឧសP័នក៍េឆះ
េwយ!រប�x ត់េភmងរបស់បូ៊សីុ រចួក៍រកី?ឌេwយeរ!រេឡងកំេ� និង សំEធខ�ស់។ឧសP័
នែដលេឆះេហយរកី?ឌេនះ ក៍រញុ §នពីសCុងចុះមកេ !មរចួបងxលកaណៈេ9យ វលីឡឺ បឺ
!ំង ។ មកដល់េពលេនះពីសCុងចរiនបីដំ[ក់!រចរ, េហយវលីឡឺ បឺ!ំងវលិiនមួយជំុក
នmះ។ក&ុងដំ[ក់!លចំេហះេនះេហយែដលេគRញយកQមពលពិត iកដiន។ 
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  ឃ. !របេ�s ញែផ2ង ( Exhaust : អិចេហªសC ) : ដូចប�� ញេZក&ុងរបូ១.៧ 

ល\យឧសP័នក៍េឆះេwយ!រប�x ត់េភmងរបស់បូ៊សីុ រចួក៍រកី?ឌេwយeរ!រេឡងកំេ� និង 

សំEធខ�ស់។ឧសP័នែដលេឆះេហយរកី?ឌេនះ ក៍រញុ §នពីសCុងចុះមកេ !មរចួបងxលកaណៈ
េ9យ វលីឡឺ បឺ!ំង ។ មកដល់េពលេនះពីសCុងចរiនបីដំ[ក់!រចរ, េហយវលីឡឺ បឺ!ំង
វលិiនមួយជំុកនmះ។ក&ុងដំ[ក់!លចំេហះេនះេហយែដលេគRញយកQមពលពិត
 iកដiន។ 
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  ឃ.!របេ�s ញែផ2ង(Exhaust : អិចេហ៊ªល)  :  ដូចប�� ញេZក&ុងរបូ១.៧សូ៊
i៉ប់េភmងក៍�ប់េបកេហយពីសCុងក៍ចរេឡងេល ឧសP័នែដលេឆះេហយក៍£យេចញេ |
េwយeរ!ររញុ §នរបស់ពីសCុង។ េដមtីេ9យែផ2ងេចញអស់ល,̈ េគៃច& បឌិត�៉ង[
េ9យសូ៊i៉ប់េភmង§ប់េបកេពលក\លពីសCុង ត�វរញុប�sុ ះមកដល់េលចំនុចផុតេ !មបនCិច 

េហយ§ប់បិទជិតវញិេពលក\លពីសCុងចុះមកពីចំនុចផុតេលមកបនCិច។ 

  របូ១.៨ប�� ញពី!រប©� ក់ខណៈេពលបិទេបកសូ៊i៉ប់ខzល់និងសូ៊i៉ប់េភmង។ 

 

 

េយងេឃញQ ខណៈេពលែដលសូ៊i៉ប់ខzល់§ប់បឺតគឺេZេពលែដលក\លពីសCុងេឡងដល់
ចំនុចផុតេលបនCិច េហយខណៈេពលែដលសូ៊i៉ប់េភmង§ប់បិទវញិគឺេពលែដលក\លពីសCុង
ចុះផុតពីចំនុចផុតេលបនCិច ។ ដូចេ§& ះ>?នរយៈេពលខmីមួយែដលសូ៊i៉ប់RំងពីរសXិតេZក&ុង
ស£ពេបកដូច�&  ។ េគេ9យេOP ះ!រែដលេបក ពម�& Q “ !រេបក តyត�&  ឬ អង់េគmសQ 

Over lap ““ អូវរ័�ប់ “។ 

 

 

របូ១.៨ប©� ក់ខណៈេពលបិទេបកស៊ូi៉ប់ខzល់និងស៊ូi៉ប់េភmង”Valve timing 
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 ២.?៉សីុន២តង់ ( 2 Cycle engine : ធូរeយខលអីនជីន ) : ែដលេrQ
?៉សីុន២តង់ គឺ/?៉សីុនែដលេZេពលពីសCុងiនេធ�ដំ[ក់!រចររ >Rំងពីររចួេហយ វលឺី
 បឺ!ំងវលិiនមួយជំុ ?៉សីុនេនះប�s ប់សកមP£ពiនមួយខួប។ 

ដំេណ រ!ររបស់?៉សីុនពី២តង់ ត�វពនzល់េZក&ុងរបូ ១.៩។ 

 

ក. !រ�រឧសP័នប�sូ ល : រន�ឧសP័នចូលក៏§ប់េផCមេបក រចួល\យឧសP័នែដល ត�វ
សងxត់បំរងុទុកក&ុងសំបកវលឺី បឺ!ំងក៏ ត�វប��ូ នប�sូ លក&ុងសីុ�ំង។ ទទឹមនឹងេនះឧសP័ន
ែដលេកតពី!រេឆះរចួក៏ ត�វបេ�s ញមកេ |។ 

 

 

 ខ. !រសងxត់ប ងyម :  ពីសCុងចរេឡងេល។ រន�ឧសP័នេចញក៏§ប់បិតប34 ប់ពីរន�ឧសP័ន
ចូលែដរ។ ល\យឧសP័នក&ុងសីុ�ំងក៏ ត�វសងxត់ប ងyម។ ខណៈេនះក&ុងសំបកវលឺី បឺ!ំង
 បកបេwយសំEធអវជិ�?ន “សំEធបឺតuសប”។ សន4ៈក៏§ប់េបកចំហរ េធ�េ9យល\យ
ឧសP័ន ត�វបឺតប�sូ ល ក&ុងសំបកវឡឺី បឺ!ំង។ 

 

 គ. ចំេហះ : ពីសCុងក៏េឡងដល់ជិតចំណុចផុតេល។ េwយeរ!រប�x ត់េភmងរបស់បូ៊សីុ 
ល\យឧសP័នក&ុងសីុ�ំងក៏េឆះេឡង បងxេ9យេកត?នស?� ធខ�ស់រញុ §នពីសCុងចុះមក
េ !មវញិ។

របូ១.៩ដំេណ រ!ររបស់?៉សុីនពីរតង់ 
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 ក&ុងខណៈល\យឧសP័នក&ុងសំបកវលឺី បឺ!ំងក៏ ត�វសងxត់ទុក។ 

 

 

 ឃ. !របេ�s ញែផ2ង : េពលពីសCុង ត�វ §នចុះមកដល់ជិតចំនុចផុតេ !ម រន�ឧសP័ន 
េចញក៏§ប់ចំហេធ�េ9យែផ2ង£យេចញេ |។ 

 ចំនុចែដល?៉សីុន២តង់ខុសែបmកពី?៉សីុន៤តង់?ន : 

 ១.  ពីសCុងេធ�ែតពីរដំ[ក់!រចរ ខួបៃន?៉សីុនក៏ ត�វប�s ប់។ 

 ២.  >�P នេ បសូ៊i៉បបិតេបកេwយយនC!រដូីច?៉សីុន៤តង់េទ។ 

 ៣. ល\យឧសP័ន ត�វប��ូ លចូលក&ុងសំបកវលឺី បឺ!ំងេហយ ត�វiនសងxត់ បំរងុទុក
សិន រចួក៏ ត�វប��ូ នចូលក&ុងសីុ�ំង។ 

 របូ១.១០ប©� ក់ពី!របិទេបករន�ឧសP័ន។ 

 

 ៣.ចំេហះ (Combution : ខំបឹស2ិន ) 
១. បរ?ិណខzល់§ំiច់ក&ុងចំេហះ : 7ម ទឹសីបរ?ិណខzល់?នទម®ន់១៥គីឡូ !ម

ក&ុងេពលរថយនCេបកបរេលt�នេសXរក&ុង£ពផ4ុក បន4ុកបរ?ិណខzល់េ បក&ុង!រេឆះ?នតំៃល
 ប�ក់ បែហលនឹង ទឹសCី ។ ែតដូច/េZេពល§ប់បរេ`មុខ “ េពលេឆះែហ�៊ររង៉ទី “, េពល
ដឹកបន4ុកធ®ន់> តyវ!រល\យឧសP័នែដល?នស?? តេ បងឥន4នៈខ�ស់ ។ 

របូ១.១០ប�� ញពីរូបប©� ក់ខណៈេពលបិទេបករន�ឧសP័នរបស់?៉សុីន២តង់(Port timing diagram) 
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 ២. ទិន&ផលកំេ� : ែដលេrQទិន&ផលកំេ� ( Thermic efficiency ) គឺ/ផលែចក
រ>ងបរ?ិណកំេ�ែដល ត�វ�m ស់េ`/កមPនC?ន បេ�ជន៍ និង បរ?ិណៃនកំេ�Rំងអស់
ែដលេ បងឥន4នៈផCល់េ9យក&ុង!រេឆះរបស់>។ េគគិតទិន&ផលកំេ�គិត/£គរយ ។ ទិន&
ផលកំេ�េZក&ុង?៉សីុនeំង?នតំៃល ប?ណ ២៥-២៨% ។ 

 េ |ពីកមPនC?ន បេ�ជន៍េEលគឺQមពលេម!និកែដលេគRញយកមកពីចុងវលឺី
 បឺ!ំង, បរ?ិណកំេ�Rំងអស់េកតេឡងពីចំេហះៃនេ បងឥន4នៈ  តyវែបងែចក/េ ចន£គ
េទlត។ 

 

 

មួយ£គធំ តyវiត់បង់ក&ុង!រេធ�េ9យ ត/ក់ !រiត់បង់7មែផ2ង ពមRំង!រiត់បង់េផ2
ងៗេទlត ។!រែបងែចក£គក&ុង!រចំ[យបរ?ិណកំេ� ត�វប�� ញក&ុងរបូ ១.១១ ។ 

 

 ៣. eX ន£ពៃនចំេហះ :  

ក- បំែរបំរលួរ>ង ចំេហះ និង សំEធ : េZក&ុង?៉សីុនeំង      !ល[?ន 

!រែបក�x េភmងរបស់បូ៊សីុ£m ម, ល\យឧសP័នែដលេZែកtៗបូ៊សីុេនះ§ប់េឆះមុនេគ រចួអ
[C តេភmងក៍េធ�ចល3ឆmង រចួiនផCល់េZសំEធមួយ�៉ងខ�ស់។ រយៈេពលេនះខmី[ស់ៗ 

ក៍បុ៉ែនCក&ុងរយៈេពលខmីេនះក៍េwយក៍េwយវលឺី បឺ!ំង9ចវលិiន£គខmះែដរ គិត/រ�� ស់មំុ 

“ អងªរ “ ។ ដូេ§& ះេយងមិន9ចេ§លរយៈេពលេឆះ េwយមិនគិត>iនេឡយ ។ របូទី 

១.១២ ប�� ញពីទំ3ក់ទំនងរ>ងបំែរបំរលួសំEធក&ុងបន4ប់បន4ុះេwយeរ!រេឆះនិងមំុែដលវ ី
លឺ បឺ!ំងវលិiន ។ 

របូ១.១១ រូបប©� ក់!រែបងែចក£គកំេ� 
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 ចំនុច A គឺ/ចំនុចែដលបូ៊សីុ§ប់េ9យ�x េភmង ។ ែផ&កែកtរេនះេឡងកំេ�រចួក៍§ប់េឆះ
េwយស£ពសន2ឹមៗសិន។ រហូតមកដល់ចំនុច B  ចំេហះក៍េឡងកំរតិ}m ំងបនCមកដល់ចំនុច 

C ែដល/ចំនុចសំEធេឡងខ�ស់បំផុត   រួចចំេហះក៍ ត�វចប់េZ តង់ចំនុច D ។ 

  

 ខ. Knocking ( ណុកឃីង ) : ក&ុង?៉សីុនeំង, េពល?៉សីុនកំពុងេឆះ េគែតងលឺសូរ 
កិក-កិក �ក់ដូច/ស&ូរែដលេគយកញញួរេ`ដំក&ុងសីុ�ំង�៉ងដូចេ§& ះែដរ។ iតុភូតេនះ
េគេrQ ” ណុកឃីង ” ។ ណុកឃីង?នពីរករណី មួយចំេហះខុស ប កតី(Detonation)និង
មួយេទlត!រប�x ត់េភmងមុនេពលកំណត់ ” Pre-ignition ” ។ ចំេហះខុស ប កតី គឺ/ចំេហះ
ែដល?នេល¯នឆmងអ[C តេភmង�៉ងេល¯នហួសកំរតិមួយ េwយeរ!រេឆះល\យឧសP័ន
េwយខmួនឯងេZមCុំ ជvងៗបន4ប់បន4ុះ េwយគិតក&ុងដំ[ក់!រចំេហះ េ !យែដលបូ៊សីុេ9យ
�x េភmងរចួ ។ រឯី!រប�x ត់េភmង មុនេពលកំណត់គឺ/!រប�x ត់េភmងេឆះល\យឧសP័នេwយ
ខmួនឯងេZកែនmងេ| }m ំង/ងក&ុងបន4ប់បន4ុះ មុនបូ៊សីុេ9យ�x េភmងេ`េទlត ។ 

 ម៉kងេទlត ក&ុងករណីប©� ក់}ងេ !ម ណុកឃីង�យនិងេកត?នេឡង[ស់ : 
  ១. េពល�x េភmងរបស់បូ៊សីុផCល់េ9យ�ប់េពក “ 9វង់៉ “  

២. េពល?៉សីុនអូសRញបន4ុកធ®ន់េពក
  ៣. េពលចំនួនអុក7ន ( Octane number ) Rបេពកេបេធlបេ`និងផលេធlប 

                           ៃន!រសងxត់ប ងyម ។ 

  ៤. េពលកំេ�េឡងខ�ស់ ជvលក&ុងបន4ប់បន4ុះ 

របូ១.១២ បំែរបំរលួរ>ងចំេហះ និង សំEធេZក&ុង?៉សីុនeំង 
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  ៥.េពល បព័ន�កុង តyលតំរវូតង់ អសកមPមិន បតី ។ 

 

 ៤. ឧសP័ន£យមកេ |  : 

 ក. លំwប់ៃន!រកេកត និង ¢តុៃនប[C ល\យ£យេចញមកេ | : ប[C ឧសP័ន
ែដល£យេចញពីរថយនC?ន¢តុេផ2ងៗដូចប�� ញកក&ុងរបូ ១.១៣ គឺ : ឧសP័ន/ែផ2ងេចញ
មកេ |,ឧសP័នបmូiយែដលiនេហរេចញពីeំង។ េZក&ុងឧសP័ន£យេចញ/ែផ2ងេនះ 

?នអង�¢តុ ែដល?ន¢តុពុលដូច/ !បូែសន “ HC “ អុកសីុតរបស់ឧសP័ន9សូត    
“ NOx  “ /េដម ។  េwយeរ/តិពុលៃនអង�¢តុRំងេ3ះ9ចផCល់ឥទ�ិពល9 កក់ដល់
មនុស2    េគក៍iនេ បមេធkiយេផ2ងៗ េដមtី!ត់បនXយឧសP័នRំងេនះ។ 

 -ឧសP័នែដល£យេចញ/ែផ2ងផ2ំេឡងេwយ¢តុ/េ ចនដូច/ :  ឧសP័ន9សូ៊ត
ែដល�P ន/តិពុល េហយ?នស?? តេ ចន/ងេគ, ប34 ប់មក?នចំ�យទឹក          
“ H2O “ ឧសP័ន“ CO2 “ /េដម ។ ទន4ឹមនិងេនះ  េពល?នចំេហះមិនេចញ>9ចេ9យ?ន
អុកសីុត!េiន និង េពលខmះ>ក៍?ន !បួ អីុ ដ�ែសន ែដលសុទ�សឹង/អង�¢តុពុល ។ ម៉kង
េទlតេZក&ុង?៉សីុនរថយនCបឺតប�sូ ល >?នឧសP័ន អុកសីុែសន  “ O2 “ េហយេ |ពីេនះ>
?នឧសP័ន 9សូ៊តែដល?នែដល>?ន? តរហូតដល់ ៨០% ៃនខzល់ ។ 9សូ៊តេនះ!ល

 របូ១.១៣ កែនmងែដលអង�¢តុពុលេចញ£យ 
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[ ត�វកំេ�ខ�ស់ “ ក&ុងបន4ប់បន4ុះ “ >?ន បតិកមP/មួយអុកសីុែសន, បងxរលកaណៈេ9យក
េកតេ`/អុកសីុតៃនឧសP័ន 9សូត  “ NOx“។ 

 ឧសP័ន?ន/តិពុលសXិតេZក&ុងែផ2ងេនះ>?នេ ចនឬ តិចេ`7មស?? តខzល់ 

ែដល ត�វចំេហះេហយនិងខណៈេពលៃន!រេ9យ�x េភmងរបស់បូ៊សីុ ។ !រ£យៃនឧសP័ន
ែដល?ន/តិពុលក&ុង?៉សីុន LP ក៍ដូច/ក&ុង?៉សីុនeំងែដរ ។ 

 

- ឧសP័នបmូiយ : /ឧសP័នែដលេលច /ប7មចេ3m ះ ពីសCុង និង សីុ�ំង  “ សឺមី “ 

ចូលមកក&ុង!>/ល\យក&ុងប[C ឧសP័នែដលមិនRន់េឆះ។ ក&ុងេនះ¢តុែដល?ន/តិ
ពុលគឺ“ !របួរអីុ ដ�ែសន “។ 

- ឧសP័នេហរេចញពីeំង:  >េហរេចញពីធុងeំង និង !របួរ�៉ទ័រ/េដម។ េហយ> 

េហរេ`ក&ុងខzល់}ងេ | ។ >ផ2ំេwយ¢តុសំ}ន់/ងេគមួយគឺ : !របួរអីុ ដ�ែសន ។ 

  

 ខ. វ¢ិន!រទប់ទល់សំ�ប់!រេ §ះឧសP័ន£យ7មែផ2ង :  

 េដមtី!ត់បនXយឧសP័នែដល?ន/តិពុល£យ7មែផ2ងរថយនC េគ?នេ បវ¢ិន
!រណ៍ទប់ទល់េផ2ងៗ។ របូ១.១៤ ប�� ញពី!រសេងaបរមួៃនវ¢ិន!រRំង�យែដលអនុវតC
េZ គប់រថយនC ។ 
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 គំនិត/មូលw¤ នក&ុងវ¢ិន!រទប់ទល់Rំងេនះ?នដូចតេ` : 

 ១. េwយពឹងែផ¨កេល!រែកលំអរប[C ែផ&កេផ2ងៗដូច/ ែផ&ក33ៃន?៉សីុន/េដម 

េគ េធ�េ9យiនសកមP£ពចំេហះល�̈P ន!រកេកតនូវ¢តុពុល ។ 

 ២. េគ!ត់បនXយអង�¢តុពុលRំងេនះ ែដលេកតេឡងេពលដំ[ក់!លកំពុងេឆះ
េwយេ បវ¢ិន!រេwះueយេ`7មផmូវបេ�s ញែផ2ង/េដម ។ 

៣. ចំេEះ!រេហរឧសP័នពុលេZ!ែទ, ធុងeំង ឬ ក៍!បួរ�៉ទ័រ េគេ បវធីិ!ត់បនXយ
េwយ?នេធ� បព័ន�បិទជិតមិនេ9យRក់ទង និង ខzល់}ងេ | េហយបេង�រឧសP័នRំងេនះ
េ`   ប�sូ លេ`ក&ុង បព័ន�ផmូវឧសP័នចូលសីុ�ំងវញិ ។ 

 

IV. . ?៉សីុន?៉សូ៊ត ( Diesel engine : ឌីេហ2លអិនជីន ) 

     ១. អតXន័យ :  

 ?៉សីុន?៉សូ៊តគឺ/ េ គ�ង បwប់មួយែបប ែដលបឺតខzល់ធមP7ប�sួ ល រចួសងxត់
ប ងyម, 7មរយៈ!រសងxត់ប ងyមេនះខzល់ក៍េឡងកំេ�ក&ុងបន4ប់បន4ុះ  េពលេ3ះេ បង?៉សូ៊
តក៍ ត�វiញ់}m ំង?នស£ពដូចអ័ព4េZក&ុងបន4ប់បន4ុះដ៍េ|C េនះ ។ េwយ ត�វនិងកំេ�ខ�ស់, 

េ បងក៍ទទួល!រ!ត់េភmងេឆះ/មួយខzល់, កេកត/សំEធ}m ំងiនពី!ររកី?ឌេwយកំ
េ�របស់ល\យឧសP័ន, រចួរញុ §នពីសCុងែដលត£� ប់បី៊ែយលេ`នឹង វលឺី បឹ!ំង, រចួផCល់
Qមពលេម!និក។ 

   

  

របូ ១.១៥ ប�� ញពីទិដ¤£ព}ងេ |របស់?៉សុីន?៉ស៊ូត 
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 របូ ១.១៥ ប�� ញពីទិដ¤£ព}ងេ |របស់?៉សីុន?៉សូ៊តមួយែដលផ2ំេwយប[C
ែផ&កសំ}ន់ៗគឺ : តួរ?៉សីុន,  បព័ន�រអិំល,  បព័ន�េធ�េ9យ ត/ក់,  បព័ន�េ បងឥន4នៈ ,  
បំពង់ផmូវឧសP័នេចញចូល , និង  បព័ន�អគ�ីសនី/េដម។ 

 ២. សកមP£ព 

េZ តង់េនះេយងពនzល់ែតសកមP£ពរបស់?៉សីុន៤តង់េទ    ដូចiនប©� ក់េZក&ុង 

?៉សីុនeំងរចួមកេហយ  ?៉សីុន៤តង់គឺ/?៉សីុនែដល?នសកមP£ពក&ុងមួយខួបៃន
ចល3 >ផCល់លទ�£ពេ9យវលឺី បឺ!ំងវលិiនពីរជំុ   គឺ?នចល3ពីសCុង៤ “ ដំ[ក់!រ
ចរ “ គឺពីសCុងចរេឡងពីរដង, និងចរចុះេ !មពីរដង ។       EកzQ “ ដំ[ក់!រចរ “ គឺ/
ដំ[ក់!រែដលក\លពីសCុងចរពីចំនុចផុតេ !មដល់ចំនុចផុតេល ឬក៍ ពីចំនុចផុតេលដល់ចំ
នុចផុតេ !ម។ 

 ចំេEះEកzQខួបេយងiនបរ�ិយរួចេuសចេហយពីមុន ។ក&ុងមួយខួបក&ុង?៉សីុន?៉
សូ៊តសកមP£ពRំង៤iន ប ពឹតCេ`/បនCប34 ប់�& គឺ :          !របឺតប�sូ ល               !រ
សងxត់ប ងyម            ចំេហះ             !របេ�s ញែផ2ង ។ 

  

១. !របឺតប�sូ ល ( admission ) : ដូចប�� ញក&ុងរបូ១.១៦ េពលសូ៊i៉ប់ខzល់េបក, ពី
សCុងក៍?នចល3ចុះេ !ម, ខzល់ក៍ ត�វបឺតប�sូ លក&ុងសីុ�ំង ។ ក&ុងករណីេនះ  េដមtីេ9យ 

 របូ១.១៦ សកមP£ព?៉សីុន”!របឺតប�sូ ល” 
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!របឺតខzល់ប�sូ លiនទិន&ផលល¨  េគេធ�េ9យសូ៊i៉ប់ខzល់§ប់េបកក&ុងខណៈ េពលែដល
ពីសCុងេឡងមកជិតដល់ចំនុចផុតេល រចួ>§ប់បិទខណៈេពលែដលពីសCុងេឡងហួសពីចំនុច
ផុតេ !មបនCិច។ ក&ុងរយៈេពលបុ៉េ[& ះ, ពីសCុងiនចល3មួយដំ[ក់!លចរេហយ ។     
វលឺី បឺ!ំងក៍វលិiនកនmះជំុែដរ ។ 

 ២. !រសងxត់ប ងyម ( Compression ) : ដូច!រប�� ញក&ុងរបូ១.១៧, សូ៊i៉ប់េភmងេZ 

 

 

បិទដែដលដូចមុន, េហយសូ៊i៉ប់ខzល់ក៍សXិតេZក&ុង!របិទជិតែដរ។ ពីសCុង?នចល3េឡង
េល។ ខzល់ែដលiនបឺតប�sូ លេ`ក&ុងសីុ�ំងក៍ ត�វiនសងxត់ប ងyមេ9យេឡងសំEធធំ, 

ទន4ឹមនិងេនះកំេ�ក៍េឡងខ�ស់ែដរ។ មកដល់េពលេនះ ពីសCុងiនចល3អស់ពីរដំ[ក់
!លចរេហយ ឯវលឺី បឺ!ំងក៍វលិiនមួយជំុេហយែដរ ។េEលគឺពីសCុងiនចល3iនមួយ
 តឡប់ ។ 

 ៣. ចំេហះ ( Combution ) : ដូចក&ុងរបូ១.១៨ េ បងឥន4នៈ ត�វiញ់េ !មសំEធដ៍}m ំង
?នស?ស£ពដូចអ័ព4, ប�sូ លេ`ក&ុងបន4ប់បន4ុះ ។ >ទទួល!រ!ត់េភmងេឆះ/មួយខzល់
£m ម។ 

របូ១.១៧ សកមP£ព?៉សីុន”!រសងxត់ប ងyម” 
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 ៤. !របេ�s ញែផ2ង ( Exhaust) : ដូចប�� ញក&ុងរបូ ១.១៩សូ៊i៉ប់េភmងក៍§ប់េបក។ ពី
សCុង?នចល3េឡងេលប34 ប់ពី  ត�វiនសំEធឧសP័នចំេហះរញុមកេ !ម។ ឧសP័នែដល 

 

 

េឆះរចួ iន ត�វក\លពីសCុងបុក�សបេ�s ញRំងអស់ពីសីុ�ំងមក}ងេ | ។  

របូ១.១៨ សកមP£ព?៉សីុន”ចំេហះ” 

របូ១.១៩ សកមP£ព?៉សីុន”!របេ�s ញែផ2ង”
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 េដមtីេ9យiនទិន&ផលខ�ស់ក&ុង!របេ�s ញែផ2ងេនះ, េគ ត�វៃច&េធ�េ9យសូ៊i៉ប់់េភmង
§ប់េបកបេ�s ញែផ2ងេZខណៈេពលែដលពីសCុង ត�វរញុចុះមកដល់មុនចំនុចផុតេ !មបនCិច 

។ រចួេធ�េ9យ>§ប់បិទវញិេZខណៈេពលែដលពីសCុងចុះហួសពីចំនុចផុតេលបនCិចក& 

 

ដំ[ក់!លៃន!របឺតប�sូ លសំ�ប់ខួបប34 ប់ ។ មកដល់េពលេនះ ពីសCុងiនចល3អស់៤
ដំ[ក់!លចរេហយេEលគឺ >iនចល3ពីរ តលប់េហយ។ ឯវលឺី បឺ!ំងវលិiនពីរជំុែដរ 
។ គឺ?៉សីុនiន?នសកមP£ពចប់មួយ ខួបេហយ,  រចួបនCខួបថPី : /ហូរែហរេ`េទlត។ 

 របូទី ១.២០  iប់ពីរខណៈេពលបិទេបករបស់ សូ៊i៉ប់ខzល់និងសូ៊i៉ប់េភmង, អង់េគmស
េrរបូេនះQ “  Valve timing diagram ”។ ម៉kងវញិេទlត    េយងេឃញក&ុងរបូQ>?ន
ចេ3m ះេពលែដលសូ៊i៉ប់េបក ពម�&  ។ គឺចេ3m ះេពលែដលសូ៊i៉ប់ខzល់§ប់េបកេពលពីសCុង
េឡងជិតដល់ចំនុចផុតេល “ េពលេនះសូ៊i៉ប់េភmងមិនRន់បិទេទ ”និងេពលែដលសូ៊i៉ប់េភmង
§ប់បិទ �ែដលពីសCុងចុះបនCិចមកពីចំនុចផុតេលវញិ។ េគេrចេ3m ះេពលេនះQ “ !រេបក
សូ៊i៉ប់ ពម�&  ” អង់េគmសេrQ “ Over lap ”។ 

 

 

 

 

 

របូ១.២០ របូប©� ក់ខណៈេពលបិទេបកសូ៊i៉ប់”Valve timing diagram” 
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៣. ចំេហះ ( Combustion )  

     ១ /បរ?ិណខzល់§ំiច់ក&ុង!រេឆះ : ធមP7េ បងឥន4នៈ ត�វ!របរ?ិណអុកសីុ 

 

 

ែសនែដលសXិតេZក&ុងខzល់េដមtីេឆះiន ។ 7ម ទឹសCីេ បង?៉សូ៊ត ១ គ. ក  ត�វ!របរ?ិណ 

ខzល់ ១៥ គ. កេដមtីេឆះiន ( ?ឌអុកសីុែសន យកស?? ត ១/៥ ៃន?ឌខzល់)។ ក៏បុ៉ែនC
េwយ!រេនះ ប ពឹតCេ`ក&ុងរយៈេពលដ៍ខmីបំផុតមួយ េយងក៍?នចំនុចពិiក តង់មិន9ចេ ប
 iស់បរ?ិណខzល់ែដលបឹតuស�បiនេ9យអស់ ១០០% េឡយ ។ 

ដូចេ§& ះបរ?ិណខzល់េដលេ ប/ក់ែសCង ត�វេ9យ?នបរ?ិណខzល់ែដលេ ប/ក់ែសCង
 ត�វេ9យ?នេ ចន/ងបរណិខzល់ែដលគិតគូរក&ុង ទឹសCី ។ 

  

 ២. ទិន&ផលកំេ� : េយង របូ១.២១ របូប©� ក់ពី!រែបងែចក£គកំេ�សេងaប តង់
ប©� េនះមិនបរ�ិយែវងេទlតេទ  េ Eះ>/ចំនុចផ2ំ�&  និង?៉សីុនeំងែដលiនបរ�ិយ
រចួពីមុនេហយ ។ ែតេយង ត�វប©� ក់QេZ?៉សីុន?៉សូ៊តទិន&ផលកំេ�?នតំៃលពីរ ៣០-

៣៤% ។ រឯី!រែបងែចក£គកំេ�Rំងអស់ែដលiនមកពី!រេឆះេ បង?៉សូ៊តេយងប©� ក់
ក&ុងរបូ ១.២១។ 

 ៣. ចំេហះនិង បំែរបំរលូៃនសំEធ : េZក&ុង?៉សីុន?៉សូ៊ត េពលបឺតខzល់ប�sូ លេពញ
េ`ក&ុងសីុ�ំងេហយ េគក៏េធ�េ9យ?ន!រសងxត់ប ងyមខzល់។ ខzល់ក៏េឡងកេ± }m ំង£m ម 
េពលេ3ះ េគក៏iញ់េ បង?៉សូ៊តប�sូ ល។ េwយeរែតកំេ�កេកតពី!រសងxត់ប ងyមេនះ

របូ១.២១ របូប©� ក់!រែបងែចក£គកំេ� 
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?នកំរតិសមលPមសមuសបេ9យេ បង!ត់េភmងេឆះiន/មួយខzល់ ។ ប34 ប់មកស£ពៃន
!រេឆះក៍iនបនCេ`មុខមួយរយៈេពល។  

 ដូចប�� ញក&ុងរបូ ១.២២ ែដលប©� ក់ពីបំែរបំរលួៃនសំEធក&ុងសីុ�ំងក&ុងដំ[ក់!រ
ៃន!របឺតប�sូ លនិង!រេឆះ ។ េZ តង់ចំនុច A ែដលពីសCុងេឡងជិតមកដលចំណុចប�s ប់
ៃនដំ[ក់!រសងxត់ប ងyមេ បងឥន4នៈក៍§ប់iញ់ប�sូ ល ។ ែតេRះ/េ បង ត�វiញ់ចូល
េ`េហយកCី    េយងេZ ត�វ!រចំ3យរយៈេពលខmីេទlតេទបដល់ចំណុច B ែដល/ចំណុច
§ប់េផCមចំេហះ ។រយៈេពលពី A េ` B េនះេគេrQរយៈេពលយឺតៃន!រ!ត់េភmងេឆះ េនះ
គឺ/រយៈេពលែដល �ប់ដំណក់េ បងឥន�នៈែដលេទបនឹងiញ់ប�sូ លេ`ក&ុងសីុ�ំង ត�វ
!រចំ�យមុនដល់សីតុណ� £ពេឆះេដមtីuស�បកំេ�ពីខzល់ែដលេ|C ueប់សំ�ប់!m យខmួន>
េ9យេ`/ឧសP័ន និង ចំ�យក&ុង!របងxបេងxតល\យឧសP័ន /មួយនិងខzល់ ។  

ប34 ប់មកល\យឧសP័នក៍ទទួល!រ!ត់េភmងេឆះ, សំEធក៍េឡង}m ំងមួយរេំពចេហយ
អនុវតCរញុ §នេ` គប់ទិស និង ទីកែនmង “ ចេ3m ះចំនុច B ,C ” ។ ប34 ប់មកេទlតេ បងឥន4នៈ 

 

ែដលេZiញ់ប�sូ លពំុRន់អស់េ3ះក៍េឆះបនCេ`េទlត ប�� ញក&ុងចេ3m ះ CD ។ សំEធក៍
?នស£ពេឡងខ�ស់/ងបនCិច ។ តមក ពម/មួយេពលែដលឧសP័នេឆះេហយ£m ម>ក៍រកី
?ឌរចួរញុ §នពីសCុងចុះ,េ បងឥន4នៈែដលេសសសល់មិនRន់េឆះ បនCរហូតដល់ចំនុច E ។ 

េពលេនះពីសCុងក៍?នចល3មកេ !មេឡង/លំwប់សំEធក៍!ន់ែតចុះRបេ`ៗែដរ។ 

របូ១.២២ eX ន£ពចំេហះក&ុង?៉សីុន?៉សូ៊ត 
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 ៤. ឌីែស៊លណុក ( Diesel Knock ) : ឌីែសលណុក?នសកមP£ពេឡង§ប់ពីេពល
§ប់iញ់េ បងឥន4នៈប�sូ ល, ក&ុងរយៈេពលយឺតៃន!រ!ត់េភmងេនះ A – B ។ ល\យឧសP័
នរ>ង ខzល់និង �ប់េ បង?៉សូ៊តក៍កេកតiនេឡង រចួ�ប់េឆះមួយេពលក&ុងរយៈ BC /ប
េ[C ះ9សន& ។េពលេ3ះសំEធក៍េឡង}m ំងហួសកំរតិមួយរេំពច ។ iតុភូត ឌីែស៊លណុកក៍
§ប់?នេឡង ។ ដូចេច&ះ!ល[ “ រយៈេពលយឺត ៃន!រ!ត់េភmងេឆះេនះែវងេពក , បរ?
ណេ បងឥន4នៈក៍េកនេ ចនេឡងែដរ, /ពិេសសដូច/ក&ុង ករណីែដល?៉សីុនវលិយឺត 

iតុភូតេនះ�យនិងកេកតេឡង[ស់ ។ ម៉kងវញិេទlតេបរយៈេពលiញ់េ បង ឥន4នៈ
ប�sូ ល>ខmីេពក ឬក៍កំរតិសំEធសងxត់ប ងyមខzល់>Rបេពក/េដម , iតុភូតឌីែសលណុក
េនះ�យនិងេកត?ន[ស់។ 

  

 ៥. ខណៈេពលiញ់េ បងឥន4នៈ : ខណៈេពលiញ់េ បងឥន4នៈ គឺ/ខណៈេពលែដល
វលឺី បឺ!ំងវលិមកដល់កែនmងមួយ ពម/មួយនិង ពីសCុងេឡងជិតមកដល់ចំនុចផុតេល ចំនួន
បុ៉3P នអងªរបុ៉េ[² ះ ។ 7មធមP7 ចំនួន ៧-១០០ មុនចំនុចផុតេល ។ 

  

៦. ឧសP័ន£យេចញ/ែផ2ង
  ក. អង�¢តុ និងលំwប់ៃន!រកេកតៃនឧសP័ន£យេចញេ`េ | : 

  

របូ១.២៣ ប�� ញពីអង�¢តុរបស់ឧសP័នបេ�s ញេ`េ | និង កែនmងែដល£យេចញ ។ 

 ឧសP័នRំងេនះែចកេចញ/ពី បេភទ : មួយគឺ/ឧសP័ន£យេចញ/ែផ2ង និង 

របូ១.២៣ កែនmងែដលអង�¢តុពុល£យេចញមកេ |  
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ឧសP័នបmូiយ ( Blow by gas )។ ឧសP័ន£យេចញ/ែផ2ងគឺ/ឧសP័នែដលេកតេឡងេwយ
!រេឆះខzល់និងេ បង ឥន4នៈក&ុងសីុ�ំង រចួ£យេចញ7មបំពង់ផmូវឧសP័នេចញមកេ | ។ >
?នអង�¢តុ9សូ៊ត( N2 ) ចំ�យទឹក( H2O) , ឧសP័ន!បូនិច( CO2) !របួអីុ ដ�ែសន (HC) 

និងកំេទចធzូង/េដម ។ ម៉kងេទlតក&ុងខzល់ែដល ត�វបឺតប�sូ លក&ុងសីុ�ំង េ |ពី O2 > 

?ន9សូ៊ត N2  ប?ណ ៨០% សXិតេZក&ុងខzល់ក&ុងកំេ�ដ៍}m ំងក&ុងបន4ប់បន4ុះ N2 ?ន
 បតិកមP/មួយ C2 េដមtី!m យេ`/អុកសីុតៃនឧសP័ន9សូ៊ត NOx ។ 

ចំែណកឧសP័នបmូiយវញិ /ឧសP័ន£យេចញ7មចេ3m ះពីសCុងនិង សឹមី “សីុ�ំង” 

!ត់7ម!ែទមក}ងេ |។ ឧសP័នេនះ/ឧសP័នមិនRន់េឆះ និងឧសP័នសល់េ !យ!រ
េឆះ។ ក&ុងេនះអង�¢តុែដល?ន/តិពុល ?នែត!បួរអីុ ដ�ែសន HC ។ 

  

 ខ. វធីីេ §ះសំ9តឧសP័ន£យេ`េ | : េដមtី!ត់បនXយអង�¢តុ?ន/តិពុលែដល
សXិតេZក&ុងឧសP័ន£យេចញពី?៉សីុនរថយនCមក}ងេ | េគេ បវធីិe¥សCទប់ទល់ដូច?ន
ប©� ក់ក&ុងរបូ ១.២៤ ។ 

 

 

 
 

របូ១.២៤ វ¢ិន!រទប់ទល់ក&ុង!រេ §ះសំ9តឧសP័ន£យេចញេ | 



【添付資料5-1-b】整備技術用語辞典（1ページ目抜粋） 

English Khmer クメール語の発音 日本語 Fig No.

AC Wattmeter វ ៉ុលមែត្រចរន្តជាប់ vol met ja ran jab 交流電力計

accel ឈ្នា ន់្លលបឿន្ chha noen labeurn アクセル

accel pedal ឈ្នា ន់្លលបឿន្ chha noen labeurn アクセル ペダル

acceleration ការបល ក្ ើន្លលបឿន្ kar barngkern labeurn 加速

acceleration jet ផ្ល វូបលចេញលត្ប្សាំ្លោយល ើន្លលបឿន្ plov bang jenh breng sang oy kern la beurn 加速ジェット

accelerator ឧប រណ៏បញ្ជា លលបឿន្ obpakor banhjea labeurn アクセル

accelerator link ឧបរ ណ៏ភ្ជា ប់ obparkor pjeab アクセル リンク

accelerator pedal ឈ្នា ន់្លលបឿន្ chha nean labeurn アクセル ペダル

accelerator pump ឧប រណ៏បូែ ob pa kor bom 加速ポンプ

accelerate បល ក្ ើន្លលបឿន្ bong kern la beurn 加速する

acceptance quality level ការទទួលសា ល់ ាំររិគ៉ុណភ្ជព ka to toul sa keal kam ret kun na pheap 合格品質基準

acceptance test ការទទួលសា ល់ការល វ្ ើលរស្ត ka to toul sa keal ka tveu tes 受け入れ検査

access ស្ែរថភ្ជព sa mat thak pheap 点検整備孔

accessories លត្គឿ្ប្្គ ាំ ន គ្រថយន្ត kroeung bong kom knong rot yorn 付属品

accident damage ការខូចខារលោយលត្រោះថ្នា  ់ចរាចរណ៏ ka khoch khat doy ka rors tnak ja ra jor 事故損傷

accident report របាយការស្ត ីអាំពកីារលត្រោះថ្នេ  ់ចរាចរណ៏ ro bay ka sdey am pi ka ka rous tnak ja ra jor 事故報告

accident spot  មន្ា្ល ើរលេរ៉ុ kan laeng kert hate 事故現場

accumulator ល ល្ ើ្ោគ៉ុយ pleurng ahkuy アキュームレーター

accumulator ល ល្ ើ្ោគ៉ុយ pleurng ahkuy 蓄電池

accumulator valve  ៉ុ្តា ់ផ្ដា ច់ល ល្ ើ្ kongtak pdach pleung アキュームレーター バルブ

acetylene ោលស្ទីមែន្ acetylene アセチレン

acetylene gas generator ម៉ា ស្៉ុីន្ោលស្ទីមែន្ machine acetylene アセチレンガス発生器

Ackermann-Jeantaud steering ការរាំរ្់ទិស្លោយោ ឃមី៉ា ន់្លយៀន្ទូរ ka tam rang toes doy Ackermann-Jeantaud アッカーマンジャント操行装置

Ackermann steering ការរាំរ្់ទិស្លោយោ ឃមី៉ា ន់្ ka tam rang toes doy ak khi man アッカーマン ステアリング

active suspension ចលនាលត្គឿ្លត្កាែ charlana kreung krorm アクティブ　サスペンション

actuator លត្គឿ្មែលល វ្ ើចលនា kreung del tveu jarlana アクチュエーター

adapter ោោប់ទ័រ( ាលរាំណរ) ah dab teur アダプター

additive មែលល ើរលែើ្ del kert lerng 添加剤

adhesive មែលជាប់ស្អ ិរ del jeab sa ert 粘着剤

adiabatic ត្សូ្ប ាំលៅ srob kam daov 断熱

adiabatic compression ស្មា ្ខយលត់្សូ្ប ាំលៅ sam peat ka jol srob kam dao 断熱圧縮

adiabatic engine ម៉ា ស្៉ុីន្ត្សូ្ប ាំលៅ machine srob kam dao 断熱圧縮利用エンジン、断熱Engine

adjust លលរាំរវូ ley tov rov 調整する

adjustable ោចលលរាំរវូបាន្ ach ley tam tov ban 調整可能な

adjustable wrench ម៉ា លែរ ma late アジャスタブル レンチ、自在スパナ、モンキーレンチ

adjuster ឧប រណ៏លលរាំរវូ ob pa kar ley tam rov アジャスター、調整器

adjusting gauge ត្បោប់ស្ទ ្់រាំរវូ bra dab starng tam rov 調整用計測器

adjusting nut លចេ ររឹរាំរវូ kha jav roet tam rov 調整ナット

adjusting screw វ៉ុ៉ីស្ថលឹ្ vis tha loeng 調整ネジ

adjusting tool ឧប រណ៏ស្ត្មប់លលរាំរវូ ob pa kar sam rab ley tam rov 調整工具

adjustment ការម ររាំរវូ kar kae tam rov 調整

adjustment screw វ៉ុ៉ីស្ស្ត្មប់ែួលរាំរវូ vis sam rab moul tam rov 調整ネジ

admission stroke ខយលត់្សូ្បចូល kha jarl srob jol 吸入行程

advance ែ៉ុន្ mun 進める

aeration ការបចច លូខយល់ ka banh jol kha jarl 爆気

aerodynamic ថ្នែពលឬ ាំលា្ំ លោលត្បើខយល់ tha ma pol ru kam lang dary pa reur kha jarl 空力学的

aerodynamics ការស្ ិាឌីណាែី ោកាស្ ka sek sa di na mix a kas 空力学

A-frame រួរមែលមន្រា្អ សរA tour del mean reang a sar A A型フレーム

after burner បនាទ ប់ពលី ោះរចួ ban teab pi chhes rouch アフターバーナー

after cooler បនាទ ប់ពី្ ៉ុ្ទឹ ត្រជា ់ ban teab pi thong toek tra jeak アフタークーラー

after-operation inspection បនាទ ប់ពលី វ្ ើការពនិិ្រយរចួ ban teab pi ka pi nit rouch 使用後点検

after-operation maintenance បនាទ ប់ពីមថទាំរចួ ban teab pi thae toem rouch 使用後の整備

after-operation service បនាទ ប់ពលីស្វា ែមរចួ ban teab pi se va kam rouch 使用後の手入れ

age hardening ការពត្្ឹ្លៅលលើោយ៉ុកាល ka pong roeng tov leur a yuk kal 時効硬化

air accumulator ការរ ាទ៉ុ ខយល់ ka reak sa tuk kha jarl エアー アキュームレーター、空気タンク

air bag លោ្ខយលស់្៉ុវរថ ិភ្ជព Pong kha jal so wat tek pheap エアー バッグ

air brake ហ្រ វ្ ា្ំ ខយល់ frang kha jarl エアー ブレーキ

air brake valve ស្ន្ទោះហ្រ វ្ ា្ំ ខយល់ san teas frang kha jarl エアー ブレーキ弁

～（中略）～

zero rap ែិន្បាច់ត្រវូលរោះបមន្ថែ(ត្រវូចាំណ៉ុ ចលអ ) min bach trov kors barnthaem (trov jarmnoch la or) ゼロ ラップ

計： 3,649用語
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